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格安コンパクトジムや24時間ジムが増えるなど顧客の選択肢が増える中、
総合業態としてのフィットネス施設は、その強みを打ち出すことが求められている。

そして、その強みの一つに、“より有意義なコミュニティの提供”が挙げられる。
それはあらたな顧客創出、既存顧客の定着を図っていくうえで

重要なキーワードになっていくのではないだろうか。
そこで今号では、コミュニケーションの育み方、

及びそれをビジネスとしての成果に結実させる取り組みについて、
二人のゲストにインタビューを試みた。

これからのフィットネス産業の
価値創造に重要な

“コミュニティ”、“コミュニケーション”の
提供促進を考える
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築活動でよく知られた企業を選ぶ可能

性が高く、60％以上がサロン、スパ、

メディカルスパ、ウェルネスセンター

でのイベントに参加したことがある、

または参加したいと考えています」

■FORTË 創設者兼 CEO、Lauren 

Foundos 氏

「ブランドは、施設やアプリを通じて

コミュニティの構築を促進することに

重点を置きます。そして、コミュニテ

ィの構築とパーソナライゼーション双

方の実現にさらに踏み込み、人々は自

分の進歩を追跡し、ゲーミフィケーシ

ョンを通じて楽しむと同時に、トレー

ナーやコミュニティと共にインスピレ

ーションとモチベーションを高めるこ

とを望んでいま す」

有意義な
コミュニケーションの
構築のために

　すでにご存じの方も多いかと思いま

すが、最大のヘルス＆ウェルネス・フ

ランチャイズブランドである Anytime 

Fitness®を展開する、セルフエステ

ィームブランドとインターバルトレー

ニングのリーダーであるオレンジセオ

リーフィットネスが合併しました。こ

の合併によって、Orange Theory 

Fitness、Anytime Fitness、Waxing 

the  C i ty、Basecamp F i tness/

SUMHIIT Fitness、The Bar Method、

Stronger U Nutrition といった世界ク

ラスのブランドのポートフォリオが組

み合わされた新会社が誕生することと

なり、7大陸すべての50の国において

フランチャイズ拠点、約 7,000 店舗

が展開されることになります。

　この合併により、フランチャイズ展

開、フィットネスを通したコミュニテ

ィ拠点の拡大、そして現在および将来

において個人の健康とウェルネスの進

化に必要なサービスの創出と 提供を

通じて、世界中のさらに多くの人々に

フィットネス施設は
「第三の空間」

　欧米では、ポストコロナの業界進化

の動きが加速しています。そうした中、

フィットネス施設を「第三の空間」、

つまり、一緒に住んでいる人や一緒に

働いている人以外の社会的交流を促進

することに寄与する場所として、顧客

の帰属価値を高める戦略を重要視する

ブランドが増えている傾向にあります。

　格安コンパクトジムや24時間ジム

が増えるなど顧客の選択肢が増える中、

総合業態としてのフィットネス施設が、

その強みを打ち出すことが求められる

今日、“より有意義なコミュニティの

提供”に関して、その質を磨き、機会

を増やしていくことは、あらたな顧客

創出、既存顧客の定着を図っていくう

えで重要なキーワードになっていくの

ではないでしょうか。

　本テーマについては、「FIAニュー

ス3月号」のグローバルレポートにお

いても間接的に触れられていました。

それは、米国フィットネス業界を代表

する企業トップが2024年の業界トレ

ンドについて意見交換をする内容でし

たが、その中で複数の企業トップが社

交とコミュニティの機会の増加に関し

て、健康とウェルネスに対する、より

総合的なアプローチとしてトレンドに

なるという意見で一致していました。

　記事の中で語られていた言葉をあら

ためてピックアップしてみます。

■フリッツ・ランマン氏、Mindbody 

& ClassPass CEO コミュニティ

「業界では、『第三の空間』、つまり、

一緒に住んでいる人や一緒に働いてい

る人以外の社会的交流を促進する場所

という考え方について議論されていま

す。ブランドや企業は引き続き『第三

の空間』になることに投資し、あらゆ

る世代にコミュニティの感覚を生み出

す新しい方法を模索しています。消費

者の3分の1以上がコミュニティの構

総合的な豊かさを広めていくことを目

指す、と両企業のトップは語っていま

す。

　上記は、エクササイズ体験によるコ

ミュニティ拠点のニーズが高まってい

る証ではないでしょうか。会員相互、

そして会員と指導者をはじめとする施

設提供者間の有意義なコミュニケーシ

ョンの構築を強化することは、これか

らのフィットネスビジネスをさらに成

長・進化させるための検討課題として

掘り下げてみる価値あるテーマと考え

ます。

　そこで、今回のトピックスでは、こ

うしたコミュニケーションの育み方、

そしてそれをビジネスとしての成果に

結実させる取り組みについて、二人の

ゲストにインタビューを試みました。

　お一人目は、UBX（ユーボック

ス）チーフオペレーティングオフィサ

ーである倉岡征克氏。 倉岡氏は、総

合型スポーツクラブのメガロスでキャ

リアをスタートさせ、その後ブラボー

グループ、オレンジセオリーフィット

ネスにおいてキャリアを重ね、現在は

UBXの日本での展開に尽力されてい

ます。

　オレンジセオリーフィットネス、そ

してUBXに共通している強みは、会

員相互並びに会員とコーチとのコミュ

ニケーションが、フィットネス成果を

提供するうえで重要なポイントではな

いかと考えます。倉岡氏がこれらのビ

ジネスに関わられる中で、特にこうし

たブティックタイプのビジネスモデル

が顧客に対して、エクササイズ成果を

提供する指導スキルと同様に大切にさ

れているコミュニティの提供の大切さ、

そしてその成果という点についてどの

ように考えていらっしゃるのかお聞き

してみました。

　もうお一人は、（株）グラン・スポ

ール統括マネージャーの江澤尚徳氏。

FIA 加盟正会員企業の多くが総合業態

を中心としています。基本的に指導や
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いったことに対して問題意識を持ち、

共有できているのかという課題はやは

りあるのではないでしょうか。したが

って、まず全社で問題意識をしっかり

と共有すること。そこから第一歩が始

まるのではないかと考えています。

　では、具体的に何をすればいいのか。

私自身のかつての経験から自戒を込め

ていえば、コミュニティづくりにおい

て常連の方に偏っていた傾向が強かっ

たという点。なぜなら、常連さんと話

すのはコミュニケーションが楽だから。

皆さんも、新しく入会してきた方に対

しては、「初期定着は大事である」と

言っておきながら、いざ現場に出向く

と、常連の「〇〇さんどうも」といっ

たように、本来の目的とは裏腹な行動

に出てしまってはいないでしょうか。

　ちなみにUBXはまだ立ち上がった

ばかりなので（2022年12月）、すべ

——倉岡さんは、これまで国内外を問
わず、さまざまなフィットネスの環境
に身を置かれ、コミュニティやソーシ
ャルの重要性や必要性についても、人
一倍お感じになっているのではないか
と想像しますが、まずその辺りについ
てのご意見いただければと思います。
倉岡　コミュニティを構築するという

ことは、まずその前提としてコネクテ

ィング——すなわち、メンバー同士の

コネクティングと、スタッフとメンバ

ーとのコネクティングがあってこそで

あり、そしてその結果、エンゲージメ

ントが生まれ、さらにコミュニティに

発展していくというプロセスがあるの

だと思います。フィットネス業界に携

わっていらっしゃる方々であれば、あ

らためて言うまでもないことですが、

ただ、企業の規模が大きくなればなる

ほど、トップと現場とが等しく、そう

ての方が初期定着対象者ですが、具体

的には一人一人の顔と名前を一致させ

て、お名前でしっかり呼ぶこと。そし

て、いらっしゃったときには分け隔て

なく必ず声をかける、次はいついらっ

しゃるのかお聞きするなど、基本中の

基本の対応を疎かにしないことを心が

けています。コミュニティづくりの第

一歩はここに尽きるのではないでしょ

うか。

　コミュニティづくりのためには、イ

ベントの実施も有効な手段であると考

えられます。ただし、その場合には、

“熱しやすく冷めやすい”という功罪

を併せ持っていることも踏まえておく

ラブを運営されており、東北の重要な

フィットネスステーションとしての役

割を担われているグラン・スポール様

の取り組みについてお伺いしたいと思

います。

　グラン・スポール様は、お客様との

コミュニケーションを特に大切にされ

ていると共に、お客様相互のコミュニ

接客を行わないことを前提とした 24 

時間ジムが増加傾向にあるなかで、価

格的にも提供するサービスや環境の充

実という点では明確な差別化を図って

いくことが、今後さらに求められるで

あろうと推察されます。

　そうした状況の中で、総合業態を中

心に宮城県仙台市において５店舗のク

ティの醸成という点においても力を注

がれています。フィットネスを核とし

た地域のコミュニティの場の創造とい

う点について、どのようなお考でクラ

ブ運営をされているのかお聞きしまし

た。
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倉岡征克氏
UBX JAPAN チーフオペレーティングオフィサー(COO)

フィットネスクラブの可能性は
無限大
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一般的な印象としても、あえてオブラ

ートに包まず表現すれば“老人クラブ

的”な様相に化しつつあるところがな

きにしもあらずではないでしょうか。

フィットネスクラブから以前のような

若々しさといったものが少しずつ失わ

れているような気がします。受け止め

方によっては、ネガティブなループに

入ってしまっているのかもしれません。

　1980年代の頃のフィットネスクラ

ブは、20～30代の女性が主流でした

が、40数年の時を経て、そこにいる

人たちの顔ぶれも随分と様変わりして

きました。いや、顔ぶれはそのままで、

当時のメンバーに加えて、インストラ

クターの方々もともに年齢を重ね、ク

ラブにも高齢化の波が押し寄せている

ような気がしないでもありません。だ

からこそ、これはあくまでも個人的な

意見ですが、例えば時間帯で区切って、

もう少し“尖った”プログラムなども

導入されてみるのもいいのではないか、

と思ったりしています。

——若い人たちを呼び寄せるというこ
とを考えたときに、そういった“尖っ
た”プログラム以外に、どのような手
法が考えられますか？
倉岡　例えば、撮影をオッケーにする

ことなども有効な手段の一つではない

かと考えます。要は、インスタグラム

等で紹介したいと思えるような、いわ

ゆる“映える”環境づくりも、今後は

ますます求められるのではないでしょ

うか。先般、ロスに視察に行って来ま

したが、ハード要件として、自撮りが

できることを前提とした施設づくりを

行っているジムが少なくなかったとい

うことが非常に印象に残っています。

そこでは、メンバー同士ということで

はなく、個としていかに自分自身が輝

けるかを意識しながら環境づくりをし

ていると感じました。

——個が輝くことによって、それを見
た人が、ぜひ私もここに行ってみたい、

べきだと思います。確かにその場は大

いに盛り上がるでしょう。しかし、本

当の意味でのコミュニティの定着に繋

がるかというと、果たしてどうなのだ

ろうという疑問もあります。

　とはいえ、現在では、どの企業にお

いても顧客のさまざまなデータ分析が

実施されていると思いますが、その結

果に応じて、より具体的にターゲット

を絞ってアプローチすることもできる

ようになりました。したがって、私た

ちは人々の志向を見誤まらず、しっか

りと見極めることがより重要な取り組

みになってきているのではないかと思

います。

　また、現場の指導においては、我々

ブティックの場合にはグループ指導が

基本となりますので、若干日本ではネ

ガティブな響きとなりますが、「クラ

スターをつくる」ことをより重視して

います。分散させるのではなく、メン

バー同士のクラスターをつくり、そこ

にスタッフがコネクトしていく。それ

によってコミュニティの輪を広げてい

くことも、我々のマニュアルとして取

り組んでいるところです。

——データ分析等も活用して、そうい
った行動を標準化することも重要であ
るというわけですね。一方で、総合型
の場合は、年齢構成比も高く、スタジ
オ以外のところでクラスターをつくっ
ていくためには具体的にどうすればい
いのでしょうか？
倉岡　総合型を利用することで得られ

るベネフィットとは何なのか。ブティ

ックタイプのコンパクトジムや24時

間ジムなどと比べると、総合型の場合

は、そこの打ち出しが若干弱いのでは

ないかと感じます。いい換えれば、コ

ンパクトジムや24時間ジムはその独

自性こそがまさに生命線であり、それ

を前面に打ち出すことによって、実際

に台頭してきています。では、総合型

の独自性とは一体何かと考えてみると、

と。SNSでどんどん発信していきたい
という若者は男女を問わず多く、そこ
に新たなコミュニティが生まれる可能
性があるというわけですね。
倉岡　そのためにも、若い世代のスタ

ッフの意見も積極的に耳を傾けていく

必要があるのではないでしょうか。旧

態依然のままでは、ますます高齢者の

方々に偏った憩いの場と化してしまい

かねません。高齢社会の現在、それは

致し方のないことなのかもしれません

が、総合型であればなおさら、やはり

老若男女を問わず、バランスよい会員

構成であることが理想ではないかと思

います。

——まさにそれこそが健全な姿といえ
ますね。そういった意味では、フィッ
トネスクラブは、現代では徐々に失わ
れつつある、老若男女が分け隔てなく
集える“大家族”を、大きな懐で包み
込むことできる場として、社会にも貢
献する大きな可能性を秘めているとい
えますね。
倉岡　さらに言えば、総合型の強みは

地域へのアプローチ力。これはもうダ

ントツだと思います。例えば、中学部

活の地域移行なども、これまで積み重

ねてきたスペックを生かして、もっと

もっと積極的に取り組んでいくことも

その一つでしょう。これこそまさに、

コミュニティづくりにおいても腕の見

せ所といえるのではないでしょうか。

——そこに関してはFIAの課題でもあ
ると感じています。
倉岡　地域貢献、社会貢献。そして地

域の皆様に、その存在を欠かせないも

のと知ってもらうという観点から、防

災拠点にもなる。そういった総合型の

持つメリットをもっともっとアピール

されてもいいのではないか。フィット

ネスクラブの可能性は無限大であると

思います。

2024年（令和6年）5月13日
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いった不安要素などもしっかり確認さ

せていただくことに努めています。

　このオリエンテーション時には、体

組成測定をさせていただき、その測定

結果に基づいてトレーニングメニュー

を作成させていただいています。その

際には、テクノジムさんの「My -

wellnes（マイウエルネス）」を活用

し、ウエルネス・キーでメニューの管

理を行っています。

　オリエンテーションは都合４回実施

しており、測定は最初と最後に実施し

ています。それぞれのオリエンテーシ

ョンの間は、お一人でトレーニングを

していただきますが、弊社の場合、ス

タッフが必ず常駐しておりますので、

都度そのスタッフにマシンの使い方な

どについてはご案内させていただきつ

つ、2回目、3回目のオリエンテーシ

ョン時には実際にやっていただいてど

うだったかとヒヤリングして、ご提案

した運動メニューが合っているかどう

かなどをしっかりと確認させていただ

いています。そして、4回目のオリエ

ンテーション時に、さらに測定をさせ

ていただくという流れになります。

　また、この6月からは、体組成の測

定以外に、FIAさんのフィットネス体

——グラン・スポール様ではお客様と
のコミュニケーションを非常に大切に
されているとおうかがいしています。
まず、クラブにおいて全スタッフが共
通した方針として実行されていること
があれば教えていただきたいと思いま
す。
江澤　弊社の場合、まず入会時のオリ

エンテーションにおいて、ただ単に利

用規約や施設のご案内をさせていただ

くだけでなく、我々のもとを訪れてい

ただいた目的やその方のお仕事、ある

いはライフスタイルなどについてもし

っかりお聞きすることに努めています。

このフロントでのオペレーションをも

とに、アスレティックジムスタッフと

の間で情報共有を図り、その方に合っ

たトレーニングのプログラムを進めさ

せていただくという手順を踏んでいま

す。

　ただ、本音と建前ではありませんが、

お客様は入会時に本来の目的——例え

ば、痩せたいのだけれども恥ずかしく

て言えなかった——というケースもあ

ったりします。そこで、さらにジム内

で行う実践を踏まえたオリエンテーシ

ョンでは、実は本来の目的や、この年

齢でやり始めても大丈夫なのか？　と

力テストや姿勢カルテの測定なども本

格的に導入させていただく予定で、今

後はトレーニングの効果をしっかり可

視化できるように、今まで以上に管

理・運営に努めていきたい、と。それ

によって、ご自身の体がどういうふう

に変化していくのか、お客様とよりコ

ミュニケーションを図りながら取り組

んでいきたいと考えているところです。

　一方、スタジオプログラムに関して

は、コロナ禍においては、「密閉」

「密集」「密接」の三密を避けるとい

うことで、バーチャルによるレッスン

が推奨され、引き続き取り入れている

ところが少なくありませんが、弊社の

場合は、すべてライブレッスンで実施

しています。と同時に、年に2回、お

客様のスキルチェックも必ず行い、そ

ういった中でコミュニケーションを図

ることも大切にしているところです。

——お話しの中に出てきたウエルネ
ス・キーの活用については、積極的に
促していらっしゃるのでしょうか？
江澤　はい、入会時の際には必ずお伝

えしています。もちろんそれは任意で

あり、強制力はないのですが、年齢関

係なくお使いになっていただいていら

っしゃる方は非常に多いですね。ウエ

2024年（令和6年）5月13日

江澤尚徳氏
グラン・スポール 統括マネージャー

お客様とスタッフ、お客様同士、
そしてスタッフ間の
コミュニケーションが
風通しのいい空間をつくり出す。
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方々の中から要望されて、というもの
なのでしょうか？
江澤　同好の士として、お客様同士に

よって自然発生的に生まれるサークル

もあれば、指導者の先生から促されて

……というサークルもあるので、どち

らのケースもあるといえます。

——仙台市は、他の地域に比べても、
突出してフィットネス施設の数が多い
都市だと理解しています。そうした環
境はもちろん競争が激しい一方で、そ
のエリアのフィットネス参加を掘り起
こし、その結果として健康度の高い街
づくりに大きな役割を果たしているの
ではないでしょうか。そうした環境下
において、グラン・スポール様はどの
ような点で差別化を図り、他のクラブ
にはない強みを引き出そうとされてい
らっしゃるのでしょうか？ 
江澤　何よりまず、スタッフのスキル、

パフォーマンス力を強化しなければな

らないと思っています。そういった中

で、社員全員がFCM（フィットネス

クラブマネジメント検定）などの資格

を取得するなどに努めています。それ

だけではなくて、スタジオプログラム

においても、必ず2～3アイテム取っ

てもらっており、そして必ず1日2～

３レッスンも担当させていただいてい

ます。要は、そのスタッフが冒頭でお

話ししたオリエンテーションも承って

いるので、それによってコミュニケー

ションもより取りやすいのではないか、

という意図のもとに実行しているとい

うわけです。

　また、お客様が店舗を移動できると

いうシステムについてもお話しさせて

いただきましたが、弊社の場合は、ス

タッフも所属店舗以外に、1～2店舗

兼務しています。私の場合であれば、

月曜日と火曜日が「あすと長町店」、

水曜日が「愛子店」、木曜日が「上杉

店」で、そして金曜日が再び「あすと

長町店」というかたちです。スタッフ

ルネス・キーもトレーニングの可視化

という点において、我々にとって欠か

せないツールとなっています。ちなみ

に、ウエルネス・キーについては、ご入会

時、あるいはご入会後にかかわらず、無料

にて提供させていただいています。

——総合業態の強みとして、お客様同
士のコミュニケーションの場の提供、
言い換えれば、今注目を集めているソ
ーシャルな空間の提供によって、会員
相互のコミュニケーションを生み出す
ための、あるいは妨げにならないよう
な工夫はされていらっしゃるのでしょ
うか？ 
江澤　弊社には、クラブ内に、ゴルフ、

水泳、マラソン、フラダンス、さらに

ダンス系などのサークルがあり、仲間

同士でイベントに参加されるという

方々がたくさんいらっしゃいます。例

えば、ダンスイベントを開催したいと

いうサークルの方々に対しては、有料

となりますが、スタジオの貸し出しも

させていただいています。

　また、弊社の場合、会員の種類によ

って、その店舗だけしか使えない会員

の方もいらっしゃれば、その店舗以外

の４店舗、すなわち全５店舗（上杉

店・あすと長町店・愛子店・八幡店・

エグゼ一番町店）を利用できるという

会員の方もいらっしゃいます。したが

って、例えば各店舗をローテーション

しながらご利用されているお客様の場

合には、新たな横のつながりが生まれ

てくるというわけです。すると、つな

がりができたお客様が「私もその店舗

に行ってみたい」という好循環が生ま

れ、会員種別の変更を希望される方も

いらっしゃいます。

——各店舗で生まれた小さな輪が、5
店舗全体の大きな輪に広がっていく…
…。まさにドミナントで展開されてい
る最大の強みといえますね。ところで、
そのサークル活動はクラブ側が提案さ
れるのでしょうか？　それとも会員の

の中には、1日ごとに店舗を移動して

いる者もいます。すると、同じプログ

ラムであっても、お客様にとってはま

た違うスタッフのプログラムとして刺

激を受け、スタッフにとってもより多

くのお客様と接する機会の創出にもつ

ながっていくというわけです。プール

のスタッフに関しても同様です。

　こういった取り組みの中で、お客様

からさまざまなご意見を気軽に言って

いただけるような、また常に会話が絶

えないような活気のあるクラブづくり

を目指しています。あとは、お客様に

気持ちよくご利用していただくために、

毎月1回の休館日にはスタッフ全員で

水回りの清掃などもさせていただいて

います。

——最後に、グラン・スポール様はス
タッフの社員構成が非常に高く、お客
様とのコミュニケーションに関しては、
特に新規入会された方は、しっかりと
名前を覚えるということにも取り組ん
でいらっしゃるとお聞きしています。
江澤　はい。入会していただいた方が

どういった種別でご入会していただい

たかということと併せて、まずはその

方のお名前を覚える、「〇〇会員の△

△さん」と。そして、その翌月には、

それがしっかり励行できているかどう

かのテスト的なことも行っています。

——それはもう社内の中で標準化され
ているということですね。まさに、ド
ミナント戦略によって複数の店舗を運
営されている御社の強みを最大限に発
揮されていると感じます。貴重なお話
をありがとうございました。

2024年（令和6年）5月13日
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F I A からのお知らせ

厚生労働省の『エイジフレンドリー補助金』を活用した
企業フィットネス事業創出に関するご案内

～フィットネス体力テストを活用した健康経営サポート事業創出のご提案～

活用のイメージ

　厚生労働省から『令和6年度エイジフレンドリー補助金』の募
集案内がリリースされました。
　この補助金制度は、高年齢労働者(60歳以上)の労働災害
の防止のための取り組みに要する費用を補助対象としています。
　労働者の身体機能低下による「転倒」や「腰痛」の行動災害
を防止するため、身体機能の維持改善を目的とする専門家等に
よる運動プログラムに基づいた身体機能のチェック及び専門家
等による運動指導等に要する費用を補助対象としています。
　この補助金の活用においては、フィットネス体力テストを活用
することによって、まずは労働者の体力の“現在地”を可視化する
ことからスタートして、身体機能維持・改善のための運動の提案、

そして実際の指導につなげて継続させる提案が極めて有効です。
　これは、すでにご案内している通り、健康保険組合連合会が
被保険者に対して健康診断と併せてフィットネス体力テストを実
施することに大きな期待を寄せていることでもご理解いただける
かと思います。
　この補助金を活用した健康経営の取り組みの提案をぜひと
も新しい収益事業創出に活かしませんか。フィットネス体力テスト
はFIA加盟企業のみが活用できるシステムであり、この点でも優
位性を引き出すことができると考えます。
　詳細の資料を以下に添付しましたので、ご確認ください。

注）本事業は総額6億円程度の予算組がされており、予算額到達時点で補助金適用終了となります。早めの
契約法人様、新規開拓中小企業様へのアプローチをお勧めします。

【エイジフレンドリー補助金についての詳細はこちらからご確認ください】
https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001158947.pdf
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_09940.html

【活用方法に関するお問い合わせ】

（一社）日本フィットネス産業協会　
担当：松村　
TEL：03-5207-6107　
Email：info@fia.or.jp
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レポート

　昨年スタートした『全国カラダ年齢測定—フィットネス体力テ
スト—』の活用が着実に広がっており、自身の体力の“現在地”
を知るためのわかりやすい指標として浸透しつつあります。

進化！ その①
　65歳から79歳を対象とした新体力テストの実施要項に即し
た評価システムが新たに追加されます。これによって、高齢者
向けの測定の安全性が確保されるとともに、スポーツ庁の示
す評価も提示され、正確かつ信頼性の高い測定評価とその後
の運動指導が実現されることで高齢者の測定受け入れ幅が
拡大されることとなります。

進化！ その②
　全身持久力測定は現行では、実歩行もしくはトレッドミルを使
った急歩（男性1500m・女性1000ｍ）となっていますが、新た
に測定にかかる時間や利便性を大きく改善する方法での測
定方法を研究・開発中です。
　
　そのほかにも、安全性・信頼性をより向上させるためのチェッ
ク機能などの追加も検討しており、今後は各施設での測定条
件が拡張されるだけでなく、出張形式での測定についても実
施のハードルが低くなります。ぜひ期待してお待ちいただきます
よう、お願いいたします。

　測定を実施いただいたお客様には、継続してア

ンケート調査を実施させていただいております。デー

タも少しずつ蓄積されており、総じて実施されたこと

への満足度は高く、七割以上の方が運動実施へ

の意欲を上げられていると同時に、その経過を経て

再度の測定を望まれています。

　体力測定を定期的に実施することで、体力の“現

在地”を確認していただきながら定着につなげていく

ことに有意義な取り組みであることが期待できます。

　まだシステムの利用申請がお済みでない企業様

はぜひ、この機会にシステム利用申請の手続きを

行ってください。申請にあたって費用が発生するこ

とはございません。

9

2024年度のフィットネス体力テストは大きく進化します！

フィットネス体力テストを利用されたお客様の反応が
とても良好である状況が継続的に確認されています！

フィットネス体力テストは
FIA加盟正会員企業のみが参加可能となっています！

2024年（令和6年）5月13日

お問い合わせ先：（一社）日本フィットネス産業協会　担当：松村
TEL:03-5207-6107 
Email：info@fia.or.jp
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 試験日 ：2024年11月24日（日）　2級、3級学科及び実技 1級学科の試験
受検申請期間　2024年7月26日（金）～2024年10月4日（金）
試験開催都市　札幌、仙台、東京、横浜、金沢、名古屋、大阪、岡山、広島、松山(愛媛)、福岡、那覇
(沖縄)の全国12都市の各会場にて実施

 受検資格 
・3級学科及び実技試験（同日受検可能）
実務経験等必要ありません。どなたでも受検可能です。
・2級学科及び実技試験（同日受検可能）
36ヶ月以上の実務経験を有する者、または、FCM3級技能士で、24ヶ月以上の実務経験を有する者
実務経験とは、室内プール、トレーニングジム、スタジオ等の運動施設を有し、利用者に提供する事業所及びその運営する会
社における実務に携わった経験のことで、アルバイト等雇用形態は問いません。
その実績が連続していなくても累計月数で申し込めます。
・1級学科試験
72ヶ月以上の実務経験を有する者、または、FCM2級技能士
・1級実技試験
１級技能検定試験において、学科試験に合格した者（学科試験合格後2年以内、以下参照）
今回の受検資格者は、第12回1級学科試験（2022年11月13日実施）、第14回1級学科試験（2023年11月23日実施）、また
は第16回1級学科試験（2024年11月24日実施予定）の合格の通知を受けた方です。

 受検料 

＊全ての受検料は国家試験のため非課税です。

受検を考えている皆様へ
スポーツ・フィットネス業界のマネジメントに関する唯一の国家資格であり、レベル別の実務に直結した業界標準の知識、技能
を学ぶことができます。スケジュール調整等準備し、合格を目指してください。

各企業人事教育に関するご担当者の皆様へ
受検申請期間、試験日のスケジュール調整及び受検料等の補助に関する準備をよろしくお願いいたします。5名以上の一括申
込みは団体申込みとして手続きできます。

級

3級

2級

1級

学科試験

5,800円

8,000円

8,900円

実技試験

5,800円

8,000円

23,000円

1 ニューストピックス

2024年度フィットネスクラブ・マネジメント技能検定(FCM)実施要項決定！

F C M 検 定 コ ー ナ ー
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3 FCM事例

　仕事の実行方法確認、業務研修、受検時に必ず役立ちます！　実務上大切な事がどのページ記載されているか、次の一覧シ
ートを見て、活用できます。（一部紹介）

FCM公式テキストVOL.3版
価格は各3,850円（税込）

3冊同時購入は9,900円（税込）にて販売いたします。店舗に各1冊常備をお勧めします。
ご注文は以下のHPより承ります。よろしくお願いいたします。
https://fia.or.jp/text/

2 FCMライセンス取得者にインタビュー

河
かわ

本
もと

沙
さ

也
や

加
か

さん
所属：東急スイミングスクール
たまプラーザ　店長
FCM２級技能士

　入社以来、当社の3店舗あるスイミング
スクールにて、コーチからサブマネージャー
を経験、昨年春から店長となりました。ス
イミングスクールの現場一筋で仕事させて
いただいています。その間に結婚し、忙しく、
大変な面もありますが充実した毎日です。
　ＦＣＭ受検の動機は、会社の方針として、
職責レベルの昇格にあたりＦＣＭ２級技
能士資格が条件となるとのことで、受検対
象者となり2022年に２級受検のため学習
し、合格しました。私の業務経験はスイミ
ングスクールのみであり、ＦＣＭで学習す
ることは多くのことが学びになりました。
　マーケティングや顧客対応等、既に業務
で行っていることもありますが、その内容は

先輩から教わったことがベースであり、教
える方によって内容が相違することもあり、
根拠が曖昧なまま理解している状況でし
た。ＦＣＭを学習して最も良かった点は、そ
の根拠が得られたことです。また、労務管
理、防災知識、損益管理などは初めて体系
的に理解することができました。さらに、
業務の進化、効率化のために必要なＤＸ、
ＩＣＴ等学ぶ機会を得られました。
　店長としては人の育成が何よりも大切と
考えています。ＦＣＭは日常業務について
もテキスト（ベーシック）で教えることがで
きます。今後も活用して店舗の人財、サー
ビスの質を向上させて業績に繋げていき
たいと思います。

ベーシック

フルタイムスタッフ向き
店舗運営実務を

遂行する

インターミディエイト

チーフ・副責任者向き
店舗運営を担い

責任者を補佐する

アドバンス

責任者向き
経営視点で大型店舗の

運営を統括する
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ＦＣＭにおける「本質的要素」のテキスト参照ページ（一部）3級

本質的要素
運動、休養、栄養の基本
生活習慣病予防及び高齢者の健康づくりの基本
業界で従事するための、健康・運動・体力に関する最低限の基礎
トレーニング時の事故・障害予防
当概産業の歴史、特徴
商圏内外部環境の把握
取り巻く環境と国家の代表的な健康・運動施策

フロント、ジム、スタジオ、プール運営実務

スクール事業・付帯事業の基本
クラブ内緊急時対応
イベントの企画運営方法
イベント損益管理の基本
運動施設における主な施設・設備

テキスト参照ページ
ベーシック　P49～P55
ベーシック　P45～P49生活習慣病、P57～P60高齢者の健康づくり
ベーシック　P62～P67運動生理学の基礎、P７0～P72トレーニングの基礎
ベーシック　P81～P86
ベーシック　P17～P25　業界の歴史、P30～P35業界の特徴
インターミディエイト　P107～P110
ベーシック　P38～P43
ベーシック　P89～P94フロント、P101～PP107ジム、
P109，P113～P115スタジオ、P116～P120プール
ベーシック　P125～P131
ベーシック　P132～P135
ベーシック　P120～P123
ベーシック　P123～P124
ベーシック　P171～P175

ＦＣＭにおける「本質的要素」のテキスト参照ページ（一部）2級

本質的要素

運動における生活習慣病予防及び高齢者の健康づくりの効果及び留意点

フィットネスクラブの役割
年代別、目的別の身体トレーニングに関する基礎的な知識（方法、効果、留意点） 
日本の健康施策
フィットネス産業の多様化
医療費低減とフィットネス産業
指定管理制度
スポーツ産業市場
提供サービスの品質基準、測定及び維持管理

（プログラム、コミュニケーション、人的サービス）
マーケティングプロセス、４P・4C、購買プロセスの理解
販売促進、プロモーション手法
財務諸表（P/L,B/S）の基本
部門予実管理

テキスト参照ページ
ベーシックP46～P49生活習慣病への運動効果    
P58～P59高齢者の健康づくり運動効果
ベーシックP9～P10、インターミディエイトP9～P11、P14～P17
ベーシックP72～P77
インターミディエイトP41～P50
ベーシック　P30～P31　アドバンスP64～P67
ベーシックP39～P43
インターミディエイトP21～P27
インターミディエイトP30～P34

インターミディエイトP149～P154

インターミディエイトP102～P103、P113～P114顧客購買プロセス
インターミディエイトP113～P126、P128～P141webマーケティング
インターミディエイトP158～P161
インターミディエイトP147～P148

ＦＣＭにおける「本質的要素」のテキスト参照ページ（一部）1級

本質的要素
地域、地方行政の健康課題及び施策、官民協働の健康施策
健康経営の基本。公的保険内外のサービス
トレーニング系各種資格及び資格団体の動向。トレーニングとケアの基本知識
ヘルスケア分野の理解。メディカルとフィットネスの連携効果と留意点
企業戦略と店舗開発撤退
店舗戦略作成展開。戦術選択
組織、協働ネットワーク（企業内・店舗内）構築
営業目標設定と予実管理と課題解決
KGI、KSF、KPIマネジメント。営業施策PDCA
提供サービスの競争力と求める品質のバランス
マーケティングプロセス（リサーチ、STP、MM、実行、管理）
リ・マーケティング実施
財務３表、主要経営分析

テキスト参照ページ
アドバンスP17,P20,P50、
アドバンスP16,P18、P56～P61
インターミディエイトP27～P29
アドバンスP17、P19、P58
アドバンスP63～P64、インターミディエイトP12～P16開発　
アドバンスP74～P87
アドバンスP127～P134
アドバンスP110～P117
アドバンスP125～P131、P114～P117
インターミディエイトP149～P154
アドバンスP77～P87
アドバンスP87～P92
アドバンスP117～P123
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賛助会員加盟企業    Associate member

NEW MEMBERS 新規加盟企業紹介

▶▶▶企業PR
「値決めは経営」といわれるように、プライシングは事業成
長において重要な役割を果たします。しかしプライシング
は、世界のトップ企業300社のうち半分以上は、根拠を
持って実行できていないというデータがあるくらい、難易度
が高いのが事実です。私たちは成功企業のプライシング
を体系化し提供することで、あらゆるビジネスの成長を根
底から支えます。

▶▶▶主要商品・サービス
フィットネス業界をはじめとした、30業界100件超のサー
ビスのプライシング支援を行ってきました

【企業概要】
 プライシングスタジオ株式会社
 代表取締役CEO　高橋 嘉尋
 〒108—0023
 東京都港区芝浦３丁目１−１
 田町ステーションタワーN 22階
 宮崎庸平
 03-6722-6388
 info@pricing.co.jp
 https://pricing.co.jp/

会社名
代表者
所在地

担当者名
TEL
E-mail
URL

●

●

●

●

●

●

●
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ベルの向上にも役立っています。フィ

ットネスレベルが高ければ、精神的な

健康も守られるからです。実際、人の

フィットネスレベルは、メンタルヘル

ス障害のリスクと＊用量反応関係にあ

ります。フィットネスレベルが高い人

に比べ、低い人は47％、中程度の人

は23％もメンタルヘルス障害のリス

クが高いのです。

 　このような利点に加え、クラブは

５月はメンタルヘルスを
強化する絶好の機会

　5月はメンタルヘルス啓発月間であ

り、運動がメンタルヘルスをサポート

する鍵になることを人々に思い出させ、

その概念を強化する絶好の機会です。

　例えば、ジム通いが心理的回復力を

高めるツールであることがわかってい

ます。

　フィットネス施設は、会員がさまざ

まな運動オプションを探求できる場所

であり、高い自己管理意識と個人の主

体性をもたらします。ジムを利用する

たびに、会員はより肯定的な自己評価

と気分の向上という直接的な報酬を得

ることができます。この考え方に沿う

ように、最近の調査では、運動をする

人の78％が、「精神的・感情的な健

康」が運動をする一番の理由であると

答えています。

　また、各メンバーのフィットネスレ

会員に他人とつながり、社会的ネット

ワークを構築する機会を提供し、パン

デミックに関連する一般的な問題であ

る孤独感を回避するのに役立つもので

す。

　リモートワークが一般的になってい

る今、これはこれまで以上に重要なこ

とです。クラブは、コロナパンデミッ

クの制限の影響から、会員回復するの

を助ける役割を果たすことができます。

2024年（令和6年）5月13日

ここに紹介するトピックスは、
IHRSAとFIAの提携によりIHRSAがリリースしたレポートの一部を要約して紹介する、

海外フィットネス関連情報です！

メンタルヘルスにおける
運動の重要な役割

フィットネス施設は、会員がさまざまな運動オプションを探求できると同時に、
高い自己管理意識と個人の主体性をもたらす場所。ジムを利用するたびに、

会員はより肯定的な自己評価と気分の向上という直接的な報酬を得ることができる。
5月はメンタルヘルス啓発月間。その概念を強化する絶好の機会だ。

IHRSA グローバルレポート

松村 剛翻訳Karlie Intlekofer, Ph.D.（カーリー・イントレコファー博士）文



14

クラブの対応

　多くのクラブは、運動がメンタルヘ

ルスに明らかな効果をもたらすという

メッセージを積極的に受け入れていま

す。また、リカバリーとリラクゼーシ

ョンのオプションを充実させ、プライ

バシーを重視した静かなエリアも提供

しています。

　フィットネス施設は、会員が落ち着

いた精神状態を見つけるのを助けるプ

ログラムを新たに追加しています。ヨ

ガは以前からグループエクササイズの

ローテーションに含まれていましたが、

新しいクラスにはマインドフルネス、

ガイド付き＊ボディ・スキャン、＊ブ

レスワークなどが含まれています。

　クラブはまた、エクササイズを最適

なセルフケアのための戦略として分類

することで、メッセージへの関連性を

高めています。運動が気分を高めるこ

とを思い出させることで、これらのメ

ッセージは不安や鬱の症状を和らげた

いと切望する人々にアピールするので

す。

　私たちはまた、会員がワークアウト

を個人的な決断、つまり自分自身のた

めに行うものだと考えることができる

よう、エクササイズの選択にスポット

を当てています。私たちが自分自身の

ためにする何か。自己効力感がより困

難になっている今、エクササイズをみ

ずから選択することで会員はより健康

的なライフスタイルへの道を進むこと

ができるのです。 

　活動的ではない人が自分の可能性を

最大限に発揮するための最初の一歩を

踏み出せるように支援するには、さら

なるマーケティング活動が必要です。

2024年（令和6年）5月13日

５月はメンタルヘルス啓発月間であり、
心の健康における運動の重要性を強化するのに

これほど適した時期はありません。

＊dose-dependent relationship（用量反応関
係）
化学物質や物理的作用（放射線や温度刺激など
のストレス）を生物に与えたとき、その摂取量やスト
レスの大きさである「用量」と、生物の「反応（薬効
や有害影響）」との関係のこと。用量応答関係とも
いう。

＊ボディ・スキャン
体の各部位に意識を向ける瞑想方法。

＊ブレスワーク
普段より速いペースで意識的な深い呼吸を続ける
ことで、心や体のさまざまなブロックを解き放つセル
フ・セラピー。
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 「
コ
ン
ビ
ニ
ジ
ム
」
で

突
如
国
内
首
位

R
I
Z
A
P
は
黒
字
化
視
野

　

個
別
株
投
資
で
は
、
な
る
べ
く

競
争
力
が
高
い
銘
柄
の
方
が
業
績

悪
化
リ
ス
ク
が
低
い
。
そ
こ
で
注

目
し
た
い
の
が
、
特
定
の
狭
い
分

野
で
は
高
い
競
争
力
を
誇
る
「
ニ

ッ
チ
ト
ッ
プ
」
銘
柄
だ
。
売
上
高

で
は
数
百
億
円
以
下
の
小
規
模
な

企
業
の
中
に
も
、
大
手
を
し
の
ぐ

競
争
力
を
持
つ
「
最
強
銘
柄
」
が

ゴ
ロ
ゴ
ロ
あ
る
。
こ
の
連
載
で
は

6
回
シ
リ
ー
ズ
で
そ
ん
な
銘
柄
の

詳
細
を
解
説
し
て
い
く
。
第
5
回

は
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
業
界
で
に
わ
か

に
国
内
ト
ッ
プ
に
浮
上
し
た

R
I
Z
A
P
グ
ル
ー
プ
だ
。

　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
業
界
で
「
大
逆

転
」
が
起
き
た
。
高
級
パ
ー
ソ
ナ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
「
R
I
Z
A
P
」

で
知
ら
れ
る
R
I
Z
A
P
グ
ル
ー
プ

が
２
０
２
２
年
、
従
来
と
真
逆
な
新

業
態
の
低
料
金
ジ
ム
「
c
h
o
c
o

Z
A
P
（
チ
ョ
コ
ザ
ッ
プ
）
」
の
出

店
を
開
始
。
そ
こ
か
ら
２
年
足
ら
ず

で
会
員
数
は
１
１
２
万
人
を
超
え
、

国
内
首
位
に
躍
り
出
た
の
だ
。

 　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
参
加
率
が
約
３

％
と
低
か
っ
た
日
本
で
、
い
き
な

り
人
口
の
１
％
近
い
会
員
数
。

「
し
か
も
こ
の
間
、
他
の
ジ
ム
の

売
り
上
げ
は
落
ち
て
い
ま
せ
ん
。

全
く
の
新
規
層
を
開
拓
で
き
た
結

果
で
す
」
（
社
長
の
瀬
戸
健
さ

ん
）
。
つ
ま
り
こ
の
短
期
間
に
同
社

は
、
３
％
だ
っ
た
市
場
を
４
％
に

広
げ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

チ
ョ
コ
ザ
ッ
プ
の
特
徴
は
、
月

２
９
８
０
円
（
税
別
）
と
い
う
低

料
金
だ
け
で
は
な
い
。
「
新
規
層

に
は
運
動
へ
の
強
い
目
的
意
識
は

存
在
し
ま
せ
ん
。
彼
ら
に
来
て
も

ら
う
な
ら
、
と
に
か
く
気
軽
に
、

普
段
の
生
活
と
変
わ
ら
な
い
意
識

で
使
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」

　

そ
こ
で
チ
ョ
コ
ザ
ッ
プ
は
、
着

替
え
も
せ
ず
に
利
用
す
る
前
提
の

ジ
ム
に
な
っ
た
。
初
心
者
で
も
扱

え
る
マ
シ
ン
に
特
化
。
さ
ら
に
は

セ
ル
フ
エ
ス
テ
や
セ
ル
フ
ネ
イ
ル

な
ど
、
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
を
気
軽

に
使
え
る
店
と
し
た
。

　

 

　

低
コ
ス
ト
も
特
徴
だ
。
店
舗
に

常
駐
ス
タ
ッ
フ
は
な
く
、
A
I
カ

メ
ラ
が
店
舗
を
常
時
監
視
。
わ
ず

か
な
人
数
で
全
店
を
監
視
で
き

る
。
「
利
用
者
が
動
か
な
い
な
ど

の
異
常
を
検
知
す
る
と
ア
ラ
ー
ト

が
出
て
、
遠
隔
監
視
セ
ン
タ
ー
の

ス
タ
ッ
フ
が
確
認
。
急
病
な
ら
救

急
車
を
直
接
呼
び
ま
す
。
マ
シ
ン

の
故
障
対
応
な
ら
、
近
く
の

R
I
Z
A
P
の
店
舗
か
ら
人
が
向

か
う
場
合
も
あ
り
ま
す
」

 　

通
常
の
ジ
ム
な
ら
、
売
上
高
比

の
人
件
費
率
は
３
割
程
度
だ
が
、

チ
ョ
コ
ザ
ッ
プ
は
３
％
だ
。
清
掃

や
マ
シ
ン
点
検
を
利
用
者
自
身
に

担
っ
て
も
ら
う
仕
組
み
を
試
す
な

ど
、
さ
ら
な
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に

向
け
て
試
行
錯
誤
す
る
。

　

売
上
高
比
の
コ
ス
ト
を
下
げ
ら

れ
る
の
は
、
売
上
高
が
高
い
か
ら

で
も
あ
る
。
「
一
般
的
な
ジ
ム
と

比
べ
て
面
積
当
た
り
の
会
員
数
は

４
倍
、
売
上
高
は
２
倍
で
す
。
広

告
で
会
員
を
増
や
す
ノ
ウ
ハ
ウ
が

確
立
し
て
お
り
、
自
信
を
持
っ
て

広
告
宣
伝
費
を
か
け
ら
れ
ま
す
」

 　

そ
こ
ま
で
1
店
舗
に
会
員
を
詰

め
込
ん
だ
ら
不
満
が
出
な
い
だ
ろ

う
か
。
ま
ず
着
替
え
不
要
の
チ
ョ

コ
ザ
ッ
プ
は
、
1
人
当
た
り
の
滞

在
時
間
が
短
い
。
さ
ら
に
、
利
用

者
が
特
定
の
時
間
帯
に
集
中
し
な

い
よ
う
、
ア
プ
リ
で
混
雑
状
況
を

見
え
る
化
し
て
い
る
。
「
利
用
者

は
自
発
的
に
混
雑
を
回
避
し
て
く

れ
ま
す
。
追
加
料
金
な
し
で
複
数

店
舗
を
使
え
る
た
め
、
空
い
て
い

る
店
に
適
宜
移
動
し
て
く
れ
る
人

も
多
い
で
す
」

　

低
コ
ス
ト
経
営
が
効
い
て
、
チ

ョ
コ
ザ
ッ
プ
事
業
は
23
年
11
月
か

ら
早
く
も
単
月
黒
字
に
。
24
年
３

月
期
は
ま
だ
投
資
負
担
で
赤
字
だ

chocoZAPでは以前から利用できるセルフエステやセル
フ脱毛に加えて、23年９月からはセルフネイルやセルフ
ホワイトニング、ドリンクバー、マッサージチェア、ワークス
ペースなど、サービスのラインアップを大幅に増やした。
利用動向をAIカメラや予約動向から分析し、ニーズの高
いものに適宜入れ替えていく方針

AIカメラが「利用者が動かない」などの異常を検知す
るとアラートが出て、遠隔監視センターのスタッフが確
認する仕組み

注）同社決算説明資料より日経マネーが作成

ISSUE
フィットネス関連
ニュース

業界の最新情報をいち早くキャッチ！
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が
、
赤
字
幅
は
期
初
予
想
よ
り
縮

小
し
た
。
25
年
３
月
期
は
黒
字
化

と
復
配
を
視
野
に
入
れ
る
。

 　

成
長
余
地
は
ど
う
か
。
ま
ず
、

出
店
余
地
は
ま
だ
大
き
い
と
見

る
。
「
ラ
イ
ト
層
に
『
近
さ
』
は

重
要
で
、
利
用
者
の
６
割
が
店
舗

の
１
㎞
圏
内
に
居
住
。
都
心
で
も

ま
だ
店
舗
が
足
り
ま
せ
ん
。
27
年

３
月
期
に
は
現
在
の
約
１
３
０
０

店
か
ら
３
８
０
０
店
ま
で
増
や
し

ま
す
」

　

小
商
圏
で
も
利
用
者
を
確
保
す

る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
も

進
め
る
。
「
コ
ン
ビ
ニ
の
よ
う
に

幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
を
詰
め
込
み
、

利
用
動
向
に
応
じ
て
そ
れ
を
入
れ

替
え
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
あ

ら
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
に
気
軽
に
触
れ

ら
れ
る
『
エ
ン
ト
リ
ー
ポ
イ
ン

ト
』
と
し
て
進
化
さ
せ
て
い
き
た

い
」

　

新
た
な
収
益
源
と
し
て
広
告
ビ

ジ
ネ
ス
も
始
め
た
。
利
用
者
ご
と

の
行
動
履
歴
を
I
D
で
管
理
し
、

最
適
化
さ
れ
た
広
告
の
表
示
や
、

試
供
品
の
提
供
が
行
え
る
。
既
存

事
業
の
R
I
Z
A
P
と
の
連
携
も

ス
タ
ー
ト
し
、
既
に
R
I
Z
A
P

の
新
規
会
員
の
15
％
程
度
が
チ
ョ

コ
ザ
ッ
プ
経
由
だ
と
い
う
。

「
少
人
数
で
回
せ
る
チ
ョ
コ
ザ
ッ

プ
は
、
人
手
不
足
に
な
る
ほ
ど
強

み
を
発
揮
す
る
は
ず
で
す
」
。
当

面
は
業
績
変
化
率
の
高
い
局
面
が

続
き
そ
う
だ
。

（
２
０
２
４
年
４
月
３
日
／
日
経
） 

遺
伝
リ
ス
ク
高
い

糖
尿
病
患
者
、

運
動
で
合
併
症
減
ら
ず

東
大

　

東
京
大
学
の
平
池
勇
雄
助
教
ら

は
、
遺
伝
的
に
２
型
糖
尿
病
の
発

症
リ
ス
ク
の
高
い
患
者
が
一
定
程

度
運
動
し
て
も
心
臓
病
や
脳
卒
中

を
減
ら
す
効
果
が
み
ら
れ
な
い
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
た
だ
、
全

体
的
な
死
亡
リ
ス
ク
を
下
げ
る
効

果
は
あ
り
、
運
動
が
推
奨
さ
れ
る

の
は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
。

　

研
究
成
果
は
患
者
の
遺
伝
的
な

特
徴
を
も
と
に
最
適
な
治
療
を
選

ぶ
「
精
密
医
療
」
に
つ
な
が
る
。

心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
の
心
血
管

疾
患
は
糖
尿
病
の
合
併
症
の
一
つ

で
、
予
防
の
た
め
適
度
な
運
動
が

推
奨
さ
れ
て
い
る
。

　

研
究
チ
ー
ム
は
50
万
人
規
模
の

健
康
に
関
す
る
情
報
を
集
め
る
英

国
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
U
K
バ
イ

オ
バ
ン
ク
」
の
う
ち
、
糖
尿
病
患

者
約
2
万
6
千
人
の
デ
ー
タ
を
活

用
し
た
。
糖
尿
病
に
な
り
や
す
い

遺
伝
的
な
リ
ス
ク
の
大
き
さ
を
示

す
「
ポ
リ
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
・
リ
ス

ク
・
ス
コ
ア
（
P
R
S
）
」
を
調

べ
、
身
体
活
動
の
習
慣
と
の
関
係

を
調
べ
た
。

　

P
R
S
が
下
位
50
％
で
遺
伝
リ

ス
ク
が
低
い
人
は
1
週
間
に
約
1

時
間
半
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
と
同
等
の

運
動
を
し
て
い
る
場
合
、
運
動
し

な
い
人
に
比
べ
て
心
血
管
疾
患
の

発
症
や
死
亡
が
少
な
か
っ
た
。
一

方
、
P
R
S
が
上
位
50
％
の
遺
伝

リ
ス
ク
が
高
い
人
は
運
動
の
有
無

で
差
が
無
か
っ
た
。

　

た
だ
、
心
血
管
疾
患
に
限
ら
ず

全
て
の
病
気
に
つ
い
て
調
べ
る

と
、
P
R
S
の
大
小
に
か
か
わ
ら

ず
運
動
に
よ
っ
て
死
亡
リ
ス
ク
が

下
が
っ
た
。
こ
の
た
め
、
運
動
は
し

た
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
。
運
動
の

効
果
が
P
R
S
に
よ
っ
て
異
な
る

原
因
は
不
明
で
今
後
、
研
究
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

P
R
S
は
病
気
の
な
り
や
す
さ

の
指
標
と
な
る
ほ
か
、
病
気
に
な

っ
た
場
合
の
状
態
の
違
い
に
も
関

わ
る
と
さ
れ
、
精
密
医
療
に
役
立

て
る
た
め
の
研
究
が
進
む
。
今
回

の
研
究
は
欧
米
人
集
団
を
調
べ
た

も
の
で
、
遺
伝
的
な
背
景
の
異
な

る
ア
ジ
ア
人
集
団
に
つ
い
て
は
別

に
調
べ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

（
２
０
２
４
年
４
月
４
日
／
日
経
）

国
ス
ポ
の
廃
止

 「
一
つ
の
選
択
肢
」

宮
城
県
知
事

　

宮
城
県
の
村
井
嘉
浩
知
事
８
日

の
記
者
会
見
で
、
各
都
道
府
県
が

持
ち
回
り
で
開
催
し
て
い
る
国
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
国
民
体
育
大
会

か
ら
改
称
）
に
つ
い
て
「
廃
止
も

一
つ
の
選
択
肢
」
と
の
考
え
を
示

し
た
。
国
ス
ポ
は
日
本
ス
ポ
ー
ツ

協
会
や
村
井
氏
が
会
長
を
務
め
る

全
国
知
事
会
が
見
直
し
を
検
討
し

て
い
る
。

　

村
井
氏
は
選
手
の
派
遣
費
用
な

ど
を
挙
げ
、
旧
国
体
が
自
治
体
に

と
っ
て
大
き
な
財
政
負
担
に
な
っ

て
い
る
と
指
摘
し
た
。
注
目
度
の

高
い
競
技
で
も
有
名
選
手
が
国
際

大
会
な
ど
を
優
先
し
、
出
場
を
見

送
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
も
問
題
視

し
た
。

　

知
事
会
は
各
都
道
府
県
に
国
ス

ポ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
し
て
お
り
、
宮
城
県
は

廃
止
も
視
野
に
検
討
す
べ
き
と
答

え
た
と
い
う
。

（
２
０
２
４
年
４
月
９
日
／
日
経
） 

指
定
管
理
者
制
度

美
術
館
の
入
館
者
押
し
上
げ

体
育
館
で
は
企
画
好
評

金
沢
市
、

専
門
の
団
体
が
運
営　

　

公
共
施
設
の
管
理
・
運
営
を
民

間
に
委
ね
る
指
定
管
理
者
制
度
は

北
信
越
で
も
広
が
っ
て
い
る
。
金

沢
市
で
は
「
金
沢
21
世
紀
美
術

館
」
、
新
潟
市
で
は
情
報
発
信
拠

点
「
マ
ン
ガ
の
家
」
が
芸
術
や
文

化
な
ど
専
門
分
野
に
精
通
し
た
団

体
に
よ
る
運
営
で
来
場
者
を
集
め

て
い
る
。
他
に
も
指
定
管
理
者
制

度
を
使
っ
た
施
設
が
高
齢
者
の
健

チョコザップの遠隔監視センター
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康
増
進
な
ど
に
貢
献
す
る
例
が
あ

る
。

　

市
町
村
の
公
共
施
設
の
指
定
管

理
者
制
度
導
入
率
を
県
別
に
集
計

す
る
と
、
北
信
越
で
は
石
川
県
の

47
・
６
％
が
最
も
高
く
、
全
国
で

も
６
位
だ
。
富
山
県
（
43
・
４

％
）
や
新
潟
県
（
34
・
８
％
）
が

続
く
。
市
町
村
別
で
は
金
沢
市

（
81
・
７
％
）
や
新
潟
市
（
78
・

６
％
）
な
ど
県
庁
所
在
地
で
導
入

率
が
高
い
。

　

金
沢
市
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
合

理
性
や
品
質
の
向
上
を
目
的
に
、

市
を
あ
げ
て
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
代
表

的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
金
沢

21
世
紀
美
術
館
は
２
０
０
４
年
の

運
営
開
始
当
初
か
ら
金
沢
芸
術
創

造
財
団
を
指
定
管
理
者
に
お
く
。

05
年
度
に
１
３
５
万
人
だ
っ
た
入

館
者
数
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
前
の
18
年
度
に
２
５
８

万
人
ま
で
増
え
た
。

　

金
沢
市
で
は
他
に
も
２
０
０
以

上
の
施
設
で
制
度
を
導
入
し
て
い

る
。
金
沢
市
障
害
者
高
齢
者
体
育

館
に
は
石
川
県
を
中
心
に
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
を
運
営
す
る
エ
イ

ム
（
金
沢
市
）
が
指
定
管
理
者
に

入
る
。
市
か
ら
年
間
１
８
０
０
万

円
弱
の
費
用
を
受
託
し
施
設
を
運

営
・
管
理
す
る
。

　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
事
業
の
知
見
を

い
か
し
た
ヨ
ガ
や
ダ
ン
ス
教
室
が

開
か
れ
、
利
用
者
か
ら
も
好
評
と

い
う
。
花
見
や
夏
祭
り
な
ど
季
節

の
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
さ
れ
「
行
政

の
み
の
運
営
に
は
無
か
っ
た
視

点
」
（
金
沢
市
）
と
の
声
も
あ

る
。

　

指
定
管
理
者
側
に
も
社
名
の
認

知
度
を
高
め
つ
つ
、
行
政
の
認
可

に
よ
る
信
頼
感
に
つ
な
が
る
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。
た
だ
施
設
利
用
料

と
市
か
ら
支
払
わ
れ
る
指
定
管
理

料
だ
け
で
は
採
算
が
取
れ
ず
、
民

間
企
業
が
応
募
を
控
え
る
ケ
ー
ス

が
多
い
と
い
っ
た
課
題
も
あ
る
。

　

新
潟
市
は
市
の
魅
力
を
専
門
的

な
知
見
を
持
つ
人
に
発
信
し
て
も

ら
う
た
め
、
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
。
12

年
に
「
新
潟
市
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ

を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
構
想
」

を
策
定
す
る
な
ど
、
文
化
や
芸
術

分
野
の
振
興
に
力
を
入
れ
る
。

　

情
報
発
展
拠
点
と
し
て
市
が
整

備
し
た
「
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
情
報

館
」
や
「
マ
ン
ガ
の
家
」
は
学
校

法
人
国
際
総
合
学
園
（
新
潟
市
）

な
ど
が
集
ま
っ
た
「
に
い
が
た
ア

ニ
メ
・
マ
ン
ガ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共

同
体
」
が
指
定
管
理
者
だ
。

　

マ
ン
ガ
の
家
は
初
心
者
向
け
の

制
作
体
験
の
場
と
し
て
「
マ
ン
ガ

の
い
っ
ぽ
」
を
開
催
す
る
ほ
か
、

市
民
文
化
講
座
と
し
て
「
は
じ
め

て
の
本
を
つ
く
ろ
う
講
座
」
な
ど

を
開
く
。
市
の
ま
ち
づ
く
り
構
想

に
沿
っ
て
、
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
の

人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
企
画
も
実
施
す
る
。

　

市
行
政
経
営
課
の
担
当
者
は

「
市
の
職
員
よ
り
も
（
管
理
す
る

施
設
の
）
分
野
に
精
通
し
た
人
が

管
理
す
る
方
が
コ
ン
テ
ン
ツ
の
魅

力
を
伝
え
ら
れ
る
」
と
話
す
。
特

に
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
の
分
野
は
、

直
近
の
流
行
に
も
敏
感
で
あ
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
市
の
職
員
が
施

設
を
管
理
・
運
営
す
る
よ
り
ノ
ウ

ハ
ウ
を
持
つ
人
が
運
営
し
た
方
が

メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
と
い
う
。

　

長
野
県
内
市
町
村
の
導
入
率
は

32
・
８
％
と
全
国
の
平
均
（
34
・

８
％
）
を
下
回
る
が
、
南
箕
輪
村

は
71
・
１
％
と
県
内
で
最
も
高

い
。
キ
ャ
ン
プ
場
や
温
泉
な
ど
が

集
ま
る
「
信
州
大
芝
高
原
」
で
は

多
く
の
施
設
の
運
営
を
南
箕
輪
村

開
発
公
社
（
南
箕
輪
村
）
に
委
託

す
る
。
20
年
に
新
設
し
た
コ
テ
ー

ジ
は
観
光
客
の
宿
泊
は
も
ち
ろ

ん
、
予
約
が
な
い
場
合
に
は
村
へ

の
移
住
希
望
者
の
お
試
し
住
宅
と

し
て
も
活
用
し
て
い
る
。

　

も
と
も
と
５
棟
の
コ
テ
ー
ジ
が

あ
り
、
首
都
圏
か
ら
も
人
が
訪
れ

る
な
ど
収
益
が
見
込
め
る
と
し
て

２
棟
を
新
設
し
た
。
土
日
を
中
心

に
ほ
ぼ
満
室
に
な
る
ほ
ど
の
人
気

だ
。
担
当
者
に
よ
る
と
「
移
住
希

望
者
も
月
に
３
～
４
組
は
宿
泊
し

て
い
る
」
と
い
い
、
観
光
に
も
移

住
施
策
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

（
２
０
２
４
年
４
月
13
日
／
日
経
）

N
O
V
A
親
会
社
、

ジ
ム
を
買
収

　

英
会
話
教
室
の
「
N
O
V
A
」
を

展
開
す
る
N
O
V
A
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
（
H
D
）
親
会
社
の
い
な
よ
し

キ
ャ
ピ
タ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
（
東

京
・
品
川
）
は
15
日
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
ジ
ム
「24/7W

orkout

」
を
運
営

す
る
ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ー
フ
ォ
ー
セ
ブ

ン
を
T
O
B
（
株
式
公
開
買
い
付

け
）
で
買
収
す
る
と
発
表
し
た
。

N
O
V
A
の
教
室
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
、
ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ー
フ
ォ
ー

セ
ブ
ン
の
経
営
を
立
て
直
す
。

（
２
０
２
４
年
４
月
16
日
／
日
経
） 

ア
シ
ッ
ク
ス
、

26
年
秋
に
体
操
服
撤
退

少
子
化
で
売
り
上
げ
減

　

ア
シ
ッ
ク
ス
は
２
０
２
６
年
秋

に
体
操
服
や
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
な

ど
学
校
指
定
用
品
の
製
造
・
販
売

を
終
了
す
る
。
少
子
化
な
ど
が
響

き
、
直
近
の
売
上
高
は
ピ
ー
ク
時

の
15
年
か
ら
半
減
し
た
。
低
収
益

が
続
い
て
い
た
学
校
指
定
用
品
か

ら
撤
退
し
、
付
加
価
値
の
高
い
ラ

ン
ニ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
を
軸
に

選
択
と
集
中
を
進
め
る
。

　

ア
シ
ッ
ク
ス
は
過
去
数
十
年
に

わ
た
っ
て
中
学
と
高
校
を
中
心

に
、
学
校
指
定
用
品
を
納
入
し
て

き
た
。
機
能
性
や
耐
久
性
を
武
器

に
、
全
国
へ
約
10
種
類
の
シ
ュ
ー

ズ
と
約
１
０
０
種
類
の
ウ
エ
ア
を

そ
ろ
え
る
。

　

学
校
指
定
用
品
の
売
上
高
は
直

近
で
年
間
20
～
30
億
円
程
度
と
み

ら
れ
、
国
内
事
業
の
売
り
上
げ
の

数
％
に
と
ど
ま
る
。
ラ
ン
ニ
ン
グ

や
テ
ニ
ス
の
シ
ュ
ー
ズ
と
比
べ
る

と
「
利
益
率
は
著
し
く
低
か
っ

た
」
（
ア
シ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
の

阿
部
雅
社
長
）
。

　

製
品
特
有
の
事
業
の
難
し
さ
も

あ
る
。
大
半
の
生
徒
は
入
学
時
に
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購
入
し
た
ら
使
い
続
け
る
た
め
買

い
替
え
需
要
は
多
く
を
見
込
み
に

く
い
。

（
２
０
２
４
年
４
月
20
日
／
日
経
） 

24
時
間
ジ
ム
の

エ
ニ
タ
イ
ム
、

打
倒
チ
ョ
コ
ザ
ッ
プ
へ

3
つ
の
布
石

　

米
国
を
本
拠
地
と
す
る
店
舗
数

世
界
一
の
24
時
間
ジ
ム
「
エ
ニ
タ

イ
ム
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」
が
成
長
へ

ア
ク
セ
ル
を
踏
む
。
R
I
Z
A
P

グ
ル
ー
プ
の
低
価
格
ジ
ム

「
c
h
o
c
o
Z
A
P
（
チ
ョ
コ

ザ
ッ
プ
）
」
が
わ
ず
か
1
年
で
会

員
数
首
位
に
駆
け
上
が
り
、
２
位

に
転
落
し
た
エ
ニ
タ
イ
ム
は
「
第

２
の
創
業
」
へ
布
石
を
打
つ
。
筋

ト
レ
の
パ
ン
プ
ア
ッ
プ
の
よ
う
に

自
ら
の
価
値
を
高
め
ら
れ
る
か
。

　

黒
と
紫
を
ベ
ー
ス
に
し
た
ス
タ

イ
リ
ッ
シ
ュ
な
空
間
に
、
整
然
と

並
ぶ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
。
駅

か
ら
ほ
ど
近
い
エ
ニ
タ
イ
ム
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
赤
坂
店
（
東
京
・
港
）

で
は
筋
肉
質
な
体
形
の
男
性
ら
が

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で
い
た
。

「
ハ
イ
エ
ン
ド
の
マ
シ
ン
を
そ
ろ

え
て
い
る
。
比
べ
て
も
ら
え
れ
ば

動
き
の
滑
ら
か
さ
が
わ
か
っ
て
も

ら
え
る
は
ず
」
。
エ
ニ
タ
イ
ム
を

展
開
す
るFast Fitness Japan

（
F
F
J
）
の
山
部
清
明
社
長
は

力
を
込
め
る
。
念
頭
に
あ
る
の
は

24
時
間
ジ
ム
と
し
て
会
員
数
首
位

に
上
り
詰
め
た
チ
ョ
コ
ザ
ッ
プ
だ
。

チ
ョ
コ
ザ
ッ
プ
躍
進
、

店
舗・会
員
数
で
2
位
に
転
落

　

エ
ニ
タ
イ
ム
は
米
国
を
本
拠
地

と
す
る
ジ
ム
チ
ェ
ー
ン
だ
。
米

国
・
カ
ナ
ダ
で
２
５
６
０
店
舗
を

展
開
し
て
い
る
。
日
本
で
は
２
０

１
０
年
か
ら
F
F
J
が
マ
ス
タ
ー

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
と
し
て
店
舗

展
開
し
、
24
時
間
ジ
ム
の
草
分
け

と
し
て
存
在
感
を
示
し
て
き
た
。

日
本
で
は
都
市
部
な
ど
を
中
心
に

展
開
し
て
お
り
、
現
在
１
１
０
０

店
舗
以
上
と
米
国
に
次
ぐ
第
２
の

市
場
と
な
っ
て
い
る
。

 　

筋
ト
レ
ブ
ー
ム
な
ど
を
背
景
に

育
て
て
き
た
市
場
を
か
く
乱
す
る

の
が
月
額
２
９
８
０
円
（
税
抜

き
）
と
い
う
低
価
格
と
、
エ
ス
テ

や
脱
毛
な
ど
ジ
ム
ら
し
か
ら
ぬ
サ

ー
ビ
ス
を
引
っ
さ
げ
て
参
入
し
た

チ
ョ
コ
ザ
ッ
プ
だ
。
大
規
模
な
広

告
と
体
組
成
計
な
ど
の
太
っ
腹
な

入
会
特
典
に
よ
り
、
22
年
の
参
入

か
ら
約
1
年
で
80
万
人
の
会
員
を

獲
得
。
会
員
数
、
店
舗
数
と
も
に

エ
ニ
タ
イ
ム
を
抜
き
去
っ
た
。

　

エ
ニ
タ
イ
ム
の
月
額
料
金
は
店

舗
に
よ
り
違
う
が
、
７
０
０
０
～

８
０
０
０
円
台
が
中
心
だ
。
日
々

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
む
「
ガ
チ

勢
」
の
利
用
が
多
く
、
運
動
習
慣

が
な
い
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た

チ
ョ
コ
ザ
ッ
プ
と
は
「
利
用
者
層

が
全
く
異
な
る
」
（
F
F
J
）
と

言
い
切
る
。
実
際
に
チ
ョ
コ
ザ
ッ

プ
参
入
後
も
エ
ニ
タ
イ
ム
の
会
員

数
は
増
え
続
け
て
お
り
、
な
か
に

は
「
チ
ョ
コ
ザ
ッ
プ
で
運
動
習
慣

が
付
き
、
エ
ニ
タ
イ
ム
に
来
る
人

も
い
る
」
と
い
う
。

　

だ
が
チ
ョ
コ
ザ
ッ
プ
の
派
手
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
目
移
り
す
る

消
費
者
は
少
な
く
な
い
。
エ
ニ
タ

イ
ム
に
３
年
通
う
都
内
在
住
の
男

性
（
44
）
は
「
料
金
の
安
さ
に
ひ

か
れ
、
チ
ョ
コ
ザ
ッ
プ
へ
の
乗
り

換
え
も
検
討
し
た
」
と
話
す
。
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
の
質
の
違
い

を
感
じ
、
乗
り
換
え
は
い
っ
た
ん

見
送
っ
た
が
「
安
く
て
気
軽
な
選

択
肢
が
増
え
た
。
今
と
な
っ
て
は

ジ
ム
に
1
万
円
弱
は
高
い
か
も
」

と
感
じ
て
い
る
。

初
の
テ
レ
ビ
C
M
、

新
規
会
員
を
獲
得

「
こ
れ
ま
で
の
延
長
線
上
の
取
り

組
み
だ
け
で
は
不
十
分
」
。
山
部

社
長
は
危
機
感
を
の
ぞ
か
せ
る
。

こ
れ
ま
で
大
規
模
な
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
を
打
っ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
23

年
12
月
に
は
初
め
て
全
国
版
の
テ

レ
ビ
C
M
を
投
入
し
た
。
山
部
社

長
は
「
外
を
歩
け
ば
エ
ニ
タ
イ
ム

の
ロ
ゴ
が
見
え
る
の
で
そ
れ
で
十

分
と
い
う
意
識
だ
っ
た
が
、
C
M

は
地
方
ま
で
認
知
を
高
め
る
に
は

有
効
な
手
」
と
狙
い
を
話
す
。
通

常
12
月
は
新
規
会
員
数
が
伸
び
悩

む
が
、
C
M
効
果
で
23
年
12
月
の

新
規
会
員
数
は
３
万
９
０
０
０
人

と
前
年
同
月
比
22
％
増
え
た
。

　

チ
ョ
コ
ザ
ッ
プ
が
猛
進
を
続
け

る
な
か
、
エ
ニ
タ
イ
ム
は
「
第
２

の
創
業
期
」
に
向
け
て
３
つ
の
布

石
を
打
つ
。

女
性
客
開
拓
へ
新
ブ
ラ
ン
ド
、

海
外
も
成
長
源
に

　

1
つ
目
は
こ
れ
ま
で
弱
点
だ
っ

た
女
性
客
の
取
り
込
み
だ
。
ラ
イ

ト
層
を
開
拓
し
て
き
た
チ
ョ
コ
ザ

ッ
プ
は
会
員
の
半
数
強
を
女
性
が

占
め
る
一
方
で
、
エ
ニ
タ
イ
ム
の

利
用
者
は
男
性
が
約
８
割
を
占
め

る
。
「
マ
ッ
チ
ョ
な
男
性
が
通
う

ジ
ム
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

人
も
多
い
。

　

そ
こ
で
23
年
12
月
か
ら
24
年
1
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月
に
実
施
し
た
大
規
模
な
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
で
は
、
女
性
を
メ
イ
ン

の
モ
デ
ル
に
起
用
し
た
。
山
部
社

長
は
「
『
な
り
た
い
自
分
に
な

る
』
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
打
ち

出
し
、
女
性
に
も
浸
透
を
図
っ

た
」
と
話
す
。

　

さ
ら
に
女
性
の
心
を
射
止
め
る

た
め
に
F
F
J
は
新
た
な
ブ
ラ
ン

ド
を
投
入
す
る
。
バ
レ
エ
の
バ
ー

を
使
っ
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
「
ザ
・

バ
ー
・
メ
ソ
ッ
ド
」
だ
。
米
国
で

女
性
に
人
気
が
あ
り
、
10
月
に
も

日
本
で
新
業
態
と
し
て
展
開
を
目

指
す
。

　

２
つ
目
は
接
客
力
の
向
上
だ
。

完
全
無
人
化
を
目
指
す
チ
ョ
コ
ザ

ッ
プ
に
対
し
、
エ
ニ
タ
イ
ム
は
有

人
で
の
運
営
に
こ
だ
わ
る
。
店
舗

に
よ
っ
て
差
は
あ
る
が
、
午
前
10

時
か
ら
夜
７
時
ご
ろ
ま
で
は
ス
タ

ッ
フ
が
常
駐
し
て
い
る
。
マ
シ
ン

の
清
掃
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
担
っ

た
り
、
利
用
者
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
助
言
を
し
た
り
す
る
。
店
舗
の

満
足
度
を
高
め
て
、
継
続
的
な
利

用
に
つ
な
げ
る
狙
い
だ
。

　

23
年
か
ら
は
直
営
店
を
対
象
に

ス
タ
ッ
フ
の
新
た
な
表
彰
制
度
を

始
め
た
。
優
れ
た
接
客
を
全
店
に

共
有
し
、
サ
ー
ビ

ス
レ
ベ
ル
を
引
き

上
げ
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

前
に
は
百
貨
店
や

航
空
会
社
か
ら
講

師
を
招
い
て
研
修

を
実
施
し
た
。
挨

拶
や
言
葉
遣
い
、

お
辞
儀
の
仕
方
ま

で
「
一
流
の
接

遇
」
を
学
び
、
接

客
へ
の
意
識
を
高

め
る
。

　

３
つ
目
は
海
外

展
開
だ
。
日
本
で

の
事
業
拡
大
だ
け
で
な
く
、
海
外
も

成
長
源
に
位
置
付
け
る
。
日
本
で
の

店
舗
づ
く
り
の
手
腕
が
米
国
本
部

か
ら
評
価
さ
れ
、
３
月
に
ド
イ
ツ
の

マ
ス
タ
ー
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
権
の

取
得
で
合
意
。
ま
た
ア
ジ
ア
展
開
の

足
が
か
り
と
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
F
C
オ
ー
ナ
ー
、
S
A
Y
A
社
を

４
月
に
買
収
し
た
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
香
港
な
ど
で
は
す
で
に
展
開

が
進
む
が
、
タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
で
は
エ
ニ
タ

イ
ム
は
ま
だ
無
名
の
存
在
だ
。

S
A
Y
A
社
が
傘
下
に
持
つ
店
舗

数
は
２
店
舗
の
み
だ
が
、
「
日
本

か
ら
人
を
送
り
込
み
、
ア
ジ
ア
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
拠
点
と
し
て
育
て

る
」
（
山
部
社
長
）
狙
い
だ
。

清
掃・点
検
に
2
0
0
項
目
、

マ
シ
ン
配
置
に
も
こ
だ
わ
り

　

日
本
を
米
国
に
次
ぐ
市
場
に
育

て
た
F
F
J
。
米
国
本
社
か
ら
視

察
に
来
た
社
員
を
も
驚
か
せ
る
の

が
、
日
本
の
店
舗
運
営
で
培
っ
た

細
や
か
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
。

例
え
ば
掃
除
。
ジ
ム
の
清
掃
・
点

検
に
は
２
０
０
以
上
の
項
目
が
あ

り
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
か
ら

ロ
ッ
カ
ー
、
壁
に
掛
か
る
ホ
コ
リ

ま
で
清
掃
す
る
。
徹
底
で
き
る
の

は
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
抱
え
る
有
人

ジ
ム
な
ら
で
は
の
強
み
だ
。

　

マ
シ
ン
の
配
置
に
も
ノ
ウ
ハ
ウ

が
あ
る
。
「
並
べ
方
に
よ
っ
て
売

り
上
げ
は
全
く
違
う
。
パ
ッ
と
見

て
カ
ッ
コ
い
い
な
と
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
上
が
る
レ
イ
ア
ウ
ト
や
、

す
ん
な
り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
き
る

レ
イ
ア
ウ
ト
が
あ
る
」
（
山
部
社

長
）
。
向
か
い
合
っ
て
い
て
も
他

の
利
用
者
の
目
線
が
気
に
な
り
に

く
い
配
置
な
ど
、
考
え
抜
い
た
レ

イ
ア
ウ
ト
が
居
心
地
や
使
い
勝
手

の
良
さ
を
醸
成
す
る
。
日
本
で
磨

い
た
店
舗
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

海
外
展
開
に
役
立
つ
と
み
る
。

　

チ
ョ
コ
ザ
ッ
プ
の
後
じ
ん
を
拝

す
デ
ジ
タ
ル
戦
略
で
も
動
く
。
米

国
本
部
が
開
発
し
た
「
A
F
ア
プ

リ
」
の
試
験
運
用
を
３
月
に
始

め
、
今
夏
の
本
格
展
開
を
目
指

す
。
海
外
で
は
先
行
し
て
米
ア
ッ

プ
ル
の
内
蔵
ア
プ
リ
「
ヘ
ル
ス
ケ

ア
＋
」
と
連
動
し
、iPhone

や
ア

ッ
プ
ル
ウ
オ
ッ
チ
が
記
録
す
る
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
デ
ー
タ
と
同
期
で
き

る
。

　

会
員
数
と
店
舗
数
で
は
チ
ョ
コ

ザ
ッ
プ
に
抜
か
れ
た
が
、
F
F
J

の
業
績
は
堅
調
に
推
移
し
て
い

る
。
23
年
３
月
期
の
売
上
高
は
22

年
３
月
期
比
13
％
増
の
１
４
７
億

円
、
純
利
益
は
13
％
増
の
19
億
円

だ
っ
た
。
28
年
３
月
期
に
は
日
本

で
１
４
０
０
店
舗
体
制
を
目
指

す
。
チ
ョ
コ
ザ
ッ
プ
が
勢
力
を
拡

大
す
る
中
で
も
、
国
内
の
出
店
余

地
は
ま
だ
あ
る
と
の
見
立
て
だ
。

　

た
だ
、
チ
ョ
コ
ザ
ッ
プ
の
参
入

で
24
時
間
ジ
ム
の
料
金
の
相
場
感

は
大
き
く
下
が
っ
た
。
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
マ
シ
ン
の
充
実
な
ど
一
定
の

サ
ー
ビ
ス
は
当
た
り
前
と
な
り
、

消
費
者
に
料
金
を
超
え
る
価
値
を

感
じ
て
も
ら
う
の
は
ま
す
ま
す
難

し
く
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
参
加
率

は
４
％
程
度
と
さ
れ
て
お
り
、
約

20
％
の
米
国
と
比
べ
る
と
ま
だ
低

い
。
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
業
界
の
躍
進

は
将
来
の
日
本
の
健
康
人
口
を
増

や
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
ラ
イ

バ
ル
と
互
い
に
鍛
え
合
い
な
が

ら
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
市
場
を
広
げ

て
い
け
る
の
か
、
底
力
が
試
さ
れ

て
い
る
。

F
F
J
山
部
社
長

「
秋
に
物
販
開
始
、客
単
価
上
昇
狙
う
」

　

24
時
間
ジ
ム
「
エ
ニ
タ
イ
ム
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
」
を
手
掛
け
るFast 

Fitness Japan

（
F
F
J
）
の
「
第

２
の
創
業
期
」
の
担
い
手
と
し
て
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２
０
２
３
年
６
月
に
着
任
し
た
の

が
山
部
清
明
社
長
だ
。
フ
ァ
ー
ス

ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
で
「
ユ
ニ
ク

ロ
」
の
ロ
ン
ド
ン
店
の
立
ち
上
げ

を
担
い
、
外
資
系
製
薬
企
業
の
日

本
法
人
な
ど
で
も
ト
ッ
プ
を
歴
任

し
て
き
た
。
成
長
を
続
け
る
た
め

の
戦
略
を
聞
い
た
。

―
―
R
I
Z
A
P
グ
ル
ー
プ
が
展
開

す
る「
チ
ョ
コ
ザ
ッ
プ
」が
出
店
攻
勢

を
か
け
て
い
ま
す
。国
内
の
出
店
余

地
に
つ
い
て
は
ど
う
見
て
い
ま
す
か
。

「
チ
ョ
コ
ザ
ッ
プ
は
独
自
路
線
を

歩
ん
で
い
ま
す
ね
。
日
本
の
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
参
加
率
は
４
％
に
満
た

な
い
で
す
が
、
海
外
で
は
20
％
ほ

ど
の
国
も
珍
し
く
な
い
。
参
加
率

を
２
倍
の
８
％
に
す
る
だ
け
で
今

の
２
倍
の
店
舗
が
必
要
に
な
る
と

い
う
計
算
に
な
り
ま
す
。
ま
だ
ま

だ
増
や
せ
る
可
能
性
は
高
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
と
。
秋
に
は
こ
れ
ま

で
し
て
い
な
か
っ
た
物
販
も
始
め

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
サ
プ
リ

メ
ン
ト
や
プ
ロ
テ
イ
ン
、
T
シ
ャ

ツ
を
扱
い
、
客
単
価
を
上
げ
て
い

き
ま
す
」

―
―
海
外
展
開
を
に
ら
ん
だ
動
き
の

発
表
が
相
次
い
で
い
ま
す
ね
。

「
ま
だ
エ
ニ
タ
イ
ム
の
ブ
ラ
ン
ド

を
展
開
で
き
て
い
な
い
国
の
マ
ス

タ
ー
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
権
を
丸
ご

と
獲
得
す
る
の
が
戦
略
の
基
本
で

す
。
ド
イ
ツ
の
場
合
は
そ
れ
が
で

き
ま
し
た
。
欧
州
の
他
の
国
が
う

ま
く
い
っ
て
い
る
中
で
、
進
出
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
と
重
な

っ
て
し
ま
っ
た
ド
イ
ツ
だ
け
が
不

振
で
し
た
が
、
市
場
で
言
え
ば
日

本
よ
り
全
然
大
き
い
。
今
後
５
年

で
70
店
舗
ま
で
増
や
し
て
い
く
計

画
で
す
」

「
米
国
本
部
は
２
０
３
０
年
に
現

在
５
５
０
０
の
店
舗
網
を
１
万
店

ま
で
増
や
す
計
画
を
た
て
て
お

り
、
や
れ
る
会
社
に
未
開
拓
の
市

場
を
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
も
ら
お
う

と
い
う
動
き
に
シ
フ
ト
し
て
い
ま

す
。
最
近
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
フ
ラ

ン
チ
ャ
イ
ズ
権
を
持
つ
企
業
を
買

収
し
ま
し
た
が
、
ア
ジ
ア
は
成
功

し
て
い
る
国
と
全
然
店
を
出
せ
て

い
な
い
国
が
混
在
し
て
い
る
。
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
を
拠
点
に
、
ア
ジ
ア

全
域
を
視
野
に
入
れ
て
い
く
青
写

真
を
描
い
て
い
ま
す
」

―
―
チ
ョ
コ
ザ
ッ
プ
は
完
全
無
人
化

を
進
め
て
い
ま
す
。エ
ニ
タ
イ
ム
は

ど
う
し
ま
す
か
。

「
我
々
は
人
を
な
く
す
方
向
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
接
客
は
エ
ニ
タ
イ

ム
の
強
み
の
1
つ
で
す
。
傾
聴
力

や
共
感
力
、
外
国
人
利
用
者
の
多

い
エ
リ
ア
で
あ
れ
ば
語
学
力
も
大

切
で
す
。
夜
間
は
ス
タ
ッ
フ
が
い

ま
せ
ん
が
、
何
か
あ
れ
ば
カ
メ
ラ

が
検
知
し
て
警
備
会
社
が
飛
ん
で

き
ま
す
。
女
性
も
夜
で
も
安
心
し

て
使
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
」

（
２
０
２
４
年
４
月
21
日
／
日
経
） 

B
M
I
が
高
い
ほ
ど

死
亡
率
が
低
い
？

肥
満
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

・
元
気
の
処
方
箋
（
東
京
大
学
医

学
部
付
属
病
院　

理
学
療
法
士　

山
口
正
貴
さ
ん
）

　

肥
満
人
口
は
過
去
30
年
で
子
供

は
４
倍
、
成
人
は
２
倍
以
上
と
世

界
的
に
増
加
し
て
お
り
、
２
０
２

２
年
の
推
計
で
は
８
人
に
１
人
が

肥
満
と
さ
れ
る
。
世
界
肥
満
連
合

は
各
国
で
対
策
を
講
じ
な
け
れ

ば
、
35
年
ま
で
に
世
界
の
人
口
の

半
数
以
上
が
肥
満
ま
た
は
過
体
重

（
B
M
I

25
以
上
）
に
な
る
と
警

告
し
て
い
る
。

　

肥
満
の
指
標
と
な
る
B
M
I

（
体
格
指
数
）
は
体
重
（
キ
ロ
グ

ラ
ム
）
を
身
長
（
メ
ー
ト
ル
）
の

二
乗
で
割
っ
て
算
出
さ
れ
る
。
世

界
保
健
機
関
は
B
M
I
が
18
・
５

未
満
を
低
体
重
、
18
・
５
以
上
25

未
満
を
普
通
体
重
、
25
以
上
30
未

満
を
過
体
重
、
30
以
上
を
肥
満
と

定
め
て
い
る
。

　

日
本
で
は
欧
米
諸
国
と
比
べBM

I

が
低
い
に
も
関
わ
ら
ず
糖
尿
病
な

ど
の
発
症
率
が
高
い
た
め
、
日
本

肥
満
学
会
は
25
以
上
を
肥
満
と
独

自
に
定
め
て
い
る
。
日
本
人
の
近

年
の
肥
満
割
合
は
、
男
性
30
％
、

女
性
20
％
程
度
を
推
移
し
て
い

る
。
一
方
、
高
所
得
国
で
は
唯

一
、
低
体
重
が
多
い
国
（
女
性
の

み
）
と
い
う
特
徴
も
あ
る
。

　

肥
満
を
悪
と
す
る
理
由
は
、
高

血
圧
、
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
、

心
血
管
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
、
脂

肪
肝
、
腎
臓
病
、
月
経
異
常
、
不

妊
、
痛
風
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候

群
、
変
形
性
関
節
症
、
が
ん
、
認

知
症
な
ど
の
病
気
の
危
険
因
子
と

さ
れ
て
お
り
、
死
亡
率
も
高
く
な

る
た
め
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
肥
満
は
完
全
に
悪
と

も
言
い
切
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
多

く
の
病
気
は
B
M
I
が
高
い
ほ
ど

死
亡
率
が
低
く
、
B
M
I
が
低
い

ほ
ど
死
亡
率
が
高
い
と
さ
れ
て
い

る
か
ら
だ
。
こ
れ
は
「
肥
満
パ
ラ

ド
ッ
ク
ス
」
と
言
わ
れ
、
20
年
程

前
か
ら
報
告
さ
れ
始
め
た
。
要
す

る
に
、
肥
満
は
病
気
に
な
り
や
す

い
が
、
病
気
に
な
っ
た
場
合
は
肥

満
の
ほ
う
が
長
生
き
す
る
と
い
う

も
の
だ
。

　

ま
た
、
死
亡
率
だ
け
で
な
く
心

不
全
や
脳
卒
中
の
リ
ハ
ビ
リ
で
は

B
M
I
が
高
い
ほ
う
が
機
能
の
回

復
が
良
い
と
の
報
告
も
あ
る
。

　

そ
の
た
め
持
病
の
な
い
中
年
期

ま
で
は
積
極
的
に
肥
満
を
予
防
・

改
善
し
、
持
病
の
あ
る
高
齢
期
は

減
量
よ
り
も
む
し
ろ
増
量
の
ほ
う

が
望
ま
し
い
と
言
え
よ
う
。
し
か

し
、
関
節
痛
が
あ
る
な
ど
減
量
に

よ
っ
て
痛
み
や
日
常
動
作
能
力
の

改
善
が
期
待
で
き
る
場
合
に
は
減

量
が
良
い
と
考
え
る
。

（
２
０
２
４
年
４
月
22
日
／
日
経
） 

勉
強
に
必
要
な
体
力
、

低
学
年
か
ら

睡
眠
と
適
度
な
運
動
を

習
慣
に

       

　

中
学
受
験
が
過
熱
す
る
中
、
小

学
校
低
学
年
か
ら
塾
通
い
す
る
家

庭
も
増
え
て
い
る
。
そ
ん
な
家
庭

こ
そ
持
っ
て
お
き
た
い
視
点
が

「
体
力
を
い
か
に
付
け
て
い
く

か
」
。
低
学
年
で
体
力
に
不
安
が
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あ
れ
ば
、
早
期
か
ら
体
力
を
積
み

上
げ
る
取
り
組
み
が
必
要
だ
。
日

本
体
育
大
学
体
育
学
部
教
授
、
野

井
真
吾
さ
ん
の
助
言
を
紹
介
す

る
。

　

受
験
シ
ー
ズ
ン
の
２
月
は
気
温

が
低
く
空
気
も
乾
燥
し
、
体
調
を

崩
し
や
す
い
。
高
学
年
に
な
り
受

験
勉
強
が
本
格
化
す
る
と
自
宅
学

習
の
時
間
も
増
え
、
そ
れ
ら
に
打

ち
勝
つ
体
力
も
必
要
と
な
る
。
こ

う
し
た
力
は
自
然
と
身
に
付
く
わ

け
で
は
な
い
。
特
に
最
近
は
、
体

力
の
乏
し
い
子
ど
も
が
増
え
て
い

る
。

　

だ
が
体
力
に
不
安
が
あ
る
子
で

も
低
学
年
か
ら
な
ら
キ
ャ
ッ
チ
ア

ッ
プ
が
可
能
で
、
体
力
に
自
信
が

あ
る
子
は
取
り
組
み
次
第
で
さ
ら

に
強
靱
（
き
ょ
う
じ
ん
）
な
体
力

を
付
け
ら
れ
る
。
一
方
、
小
学
生

で
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
な
ど
に
入
り
ス

ポ
ー
ツ
を
や
り
込
ん
で
い
る
子
の

場
合
、
別
の
リ
ス
ク
が
存
在
す

る
。

　

体
力
に
は
「
行
動
体
力
」
と

「
防
衛
体
力
」
の
2
種
類
が
あ

る
。
行
動
体
力
は
筋
力
や
持
久
力

な
ど
外
に
働
き
か
け
る
と
き
に
活

躍
す
る
体
力
。
こ
れ
に
対
し
、
防

衛
体
力
は
自
律
神
経
系
や
免
疫

系
、
ホ
ル
モ
ン
系
を
整
え
、
外
か

ら
の
刺
激
に
対
し
て
身
体
内
部
を

一
定
に
保
つ
と
き
に
活
躍
す
る
体

力
だ
。

　

受
験
勉
強
な
ど
で
必
要
に
な
る

の
は
防
衛
体
力
で
、
そ
れ
を
身
に

付
け
る
に
は
ど
ん
な
取
り
組
み
が

有
効
な
の
か
。

　

1
つ
目
は
「
睡
眠
」
だ
。
ベ
ー

ス
と
し
て
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る

こ
と
が
重
要
で
、
早
寝
・
早
起
き

が
必
要
。
昼
間
に
日
光
を
浴
び
て

体
を
動
か
す
と
睡
眠
ホ
ル
モ
ン
の

メ
ラ
ト
ニ
ン
が
分
泌
し
、
夜
も
し

っ
か
り
寝
ら
れ
る
好
循
環
が
生
ま

れ
る
。
睡
眠
は
運
動
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
や
学
力
を
上
げ
る
効
果
も
あ

る
。

　

米
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
で
、
そ
れ
ま

で
平
均
睡
眠
時
間
が
６
時
間
41
分

だ
っ
た
部
員
ら
に
毎
晩
10
時
間
寝

る
よ
う
指
示
し
た
と
こ
ろ
、
５
～

７
週
間
後
に
は
部
員
の
平
均
睡
眠

時
間
が
８
時
間
28
分
に
伸
び
た
と

い
う
。

　

そ
の
結
果
、
特
別
な
練
習
な
し

に
「
折
り
返
し
走
」
が
０
・
７
秒

速
ま
り
、
「
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
」
成

功
率
が
十
数%

上
昇
。
「
怒
り
度
」

「
情
緒
混
乱
度
」
「
抑
う
つ
度
」

「
疲
労
度
」
が
減
り
、
活
動
性
は

増
加
し
た
。

　

睡
眠
に
よ
っ
て
学
力
も
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
向
上
が
望
め
る
。
し
っ

か
り
寝
た
場
合
と
寝
不
足
の
場
合

と
で
は
、
翌
日
の
授
業
で
出
せ
る

集
中
力
や
積
極
性
が
異
な
っ
て
く

る
。
そ
れ
が
毎
日
の
積
み
重
ね
に

な
る
と
、
大
き
な
差
が
開
い
て
く

る
。

　

防
衛
体
力
を
身
に
付
け
る
の
に

必
要
な
２
つ
目
の
取
り
組
み
は

「
適
度
な
運
動
」
。
公
園
な
ど
で

子
ど
も
た
ち
が
体
を
使
っ
て
自
由

に
楽
し
む
外
遊
び
だ
。
小
学
生
の

時
期
は
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
」

と
も
呼
ば
れ
、
体
の
動
か
し
方
を

習
得
す
る
の
に
最
適
な
時
期
。
こ

の
時
期
に
な
る
べ
く
多
く
の
動
作

を
身
に
付
け
れ
ば
、
将
来
様
々
な

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
素
地
、
い
わ

ゆ
る
「
運
動
神
経
」
を
養
え
る
。

　

逆
に
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど

に
所
属
し
て
週
に
何
度
も
運
動
す

る
と
、
行
動
体
力
は
上
が
っ
て

も
、
む
し
ろ
リ
ス
ク
が
大
き
い
。

特
定
の
ス
ポ
ー
ツ
を
習
う
場
合
、

一
定
の
動
き
を
繰
り
返
す
た
め
動

き
の
経
験
に
偏
り
が
出
る
。
「
野

球
肘
」
の
よ
う
に
成
長
途
上
の
子

ど
も
ほ
ど
体
を
壊
す
リ
ス
ク
も
高

ま
る
。
行
動
体
力
に
つ
な
が
る

「
強
く
な
る
た
め
の
運
動
」
は
中

高
生
に
な
っ
て
か
ら
で
十
分
だ
ろ

う
。

　

自
由
な
外
遊
び
は
思
考
力
向
上

に
も
直
結
す
る
。
自
由
に
遊
ぶ
時

間
を
楽
し
む
に
は
、
一
緒
に
遊
ぶ

友
達
の
表
情
や
語
気
の
強
弱
を
読

み
取
る
こ
と
も
必
要
だ
。
試
合
に

勝
つ
の
が
目
的
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
な
ど
で
の
練
習
は
、
ル
ー
ル
の

中
で
大
人
の
指
示
通
り
に
練
習
す

る
た
め
、
自
ら
考
え
る
思
考
力
は

自
由
遊
び
に
比
べ
育
ま
れ
に
く

い
。

　

防
衛
体
力
を
身
に
付
け
る
た
め

に
は
睡
眠
と
適
度
な
運
動
が
必
要

と
述
べ
た
が
、
現
実
に
は
、
安
全

面
へ
の
配
慮
か
ら
子
ど
も
が
自
由

に
遊
べ
る
外
遊
び
の
場
が
少
な
い

の
が
課
題
だ
。

　

遊
び
場
選
び
で
大
事
な
の
は
、

子
ど
も
の
主
体
的
な
遊
び
を
重
視

し
た
場
で
あ
る
こ
と
。
だ
が
最
近

は
、
夏
は
暑
す
ぎ
て
外
遊
び
が
で

き
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
地
域

の
体
育
館
な
ど
安
全
で
自
由
に
遊

べ
る
屋
内
施
設
の
利
用
も
検
討
し

た
い
。

　

自
由
に
遊
べ
る
場
が
な
け
れ

ば
、
1
つ
の
種
目
に
特
化
し
な
い

体
操
教
室
や
横
断
的
に
種
目
を
体

験
で
き
る
場
を
活
用
す
る
の
も
手

だ
。
な
る
べ
く
大
人
側
か
ら
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
介
入
が
少
な
い

教
室
を
選
び
、
子
ど
も
の
思
考
力

を
育
も
う
。

　

今
か
ら
防
衛
体
力
を
コ
ツ
コ
ツ



22 2024年（令和6年）5月13日

と
育
ん
で
い
け
ば
、
中
学
受
験
を

は
じ
め
高
校
、
大
学
受
験
の
際
に

「
勉
強
体
力
」
と
し
て
発
揮
さ
れ

る
は
ず
だ
。

（
２
０
２
４
年
４
月
23
日
／
日
経
） 

ジ
ム
事
故
、

６
年
で
５
０
０
件
超　

消
費
者
事
故
調

背
骨
骨
折
・
靱
帯
損
傷
も　

４
割
は
個
別
指
導
中

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
２
０

２
２
年
に
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
」
へ
の
注
意
を
呼
び
か
け

た
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
な
ど
で
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
事
故
が
、
２
０

２
３
年
ま
で
の
６
年
間
で
５
０
５

件
あ
っ
た
こ
と
が
25
日
、
消
費
者

安
全
調
査
委
員
会
（
消
費
者
事
故

調
）
の
ま
と
め
で
分
か
っ
た
。
う

ち
４
割
は
個
別
指
導
を
受
け
る

「
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

で
起
き
て
い
た
。
運
動
不
足
解
消

な
ど
の
目
的
で
利
用
は
増
え
て
お

り
、
消
費
者
事
故
調
は
引
き
続
き

調
べ
て
事
故
防
止
を
急
ぐ
。

 

「
膝
の
靱
帯
を
損
傷
し
た
」
「
無

料
体
験
中
に
腰
椎
を
圧
迫
骨
折
し

た
」
―
―
。
消
費
者
事
故
調
が
消

費
者
庁
の
事
故
情
報
デ
ー
タ
バ
ン

ク
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
18
～
23
年

に
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

起
き
た
事
故
は
２
０
９
件
あ
っ

た
。
29
％
が
治
療
に
1
カ
月
以
上

を
要
す
る
「
重
傷
」
だ
っ
た
。
背

骨
骨
折
な
ど
消
費
者
安
全
法
の
重

大
事
故
と
認
め
ら
れ
る
も
の
も
9

件
あ
っ
た
。

　

個
人
ジ
ム
や
個
別
指
導
の
人
気

は
近
年
高
ま
っ
て
い
る
。
国
民
生

活
セ
ン
タ
ー
が
22
年
に
実
施
し
た

消
費
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
利
用
経

験
が
あ
る
約
１
０
０
０
人
に
パ
ー

ソ
ナ
ル
形
式
を
選
ん
だ
理
由
を
複

数
回
答
で
尋
ね
た
と
こ
ろ
「
1
対

1
の
方
が
成
果
が
出
や
す
い
」

「
自
分
に
合
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

方
法
を
指
南
し
て
ほ
し
か
っ
た
」

が
い
ず
れ
も
半
数
を
超
え
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

期
に
大
型
ジ
ム
が
敬
遠
さ
れ
た
こ

と
も
追
い
風
と
な
っ
た
。

 　

一
方
で
、
調
査
で
は
回
答
の
２

割
が
ケ
ガ
や
体
調
不
良
を
経
験
し

て
い
た
。
「
栄
養
管
理
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
て
完
全
な
糖
質
カ
ッ

ト
の
食
事
を
続
け
た
ら
上
半
身
に

湿
疹
が
出
た
」
な
ど
、
行
き
過
ぎ

た
食
事
制
限
に
よ
る
被
害
の
相
談

も
み
ら
れ
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
22
年
４
月
、
調

査
結
果
を
公
表
し
た
。
あ
わ
せ

て
、
体
力
テ
ス
ト
結
果
な
ど
に
基

づ
い
て
プ
ラ
ン
が
作
ら
れ
て
い
る

こ
と
の
確
認
や
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

中
に
違
和
感
を
覚
え
た
ら
無
理
せ

ず
中
断
す
る
と
い
っ
た
注
意
が
必

要
だ
と
呼
び
か
け
た
。

　

事
故
多
発
の
背
景
に
あ
る
と
み

ら
れ
る
の
が
、
ト
レ
ー
ナ
ー
の
技

量
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
差
だ
。
消
費
者

事
故
調
に
よ
る
と
、
パ
ー
ソ
ナ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

者
は
多
岐
に
わ
た
り
、
業
界
団
体

に
所
属
し
て
い
な
い
事
業
者
や
個

人
事
業
主
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

指
導
に
当
た
っ
て
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
法
的
な
資
格
は
な
く
、
知

識
や
ス
キ
ル
は
各
事
業
者
や
ト
レ

ー
ナ
ー
個
人
に
よ
っ
て
違
う
と
い

う
。

　

23
年
５
月
に
調
査
を
始
め
た
消

費
者
事
故
調
は
実
態
把
握
に
時
間

が
か
か
る
と
し
て
、
25
日
の
経
過

報
告
公
表
後
も
調
査
を
継
続
す

る
。

　

原
因
究
明
や
再
発
防
止
策
の
検

討
に
は
、
業
界
や
サ
ー
ビ
ス
の
実

態
を
詳
細
に
調
べ
る
必
要
が
あ

る
。
ト
レ
ー
ナ
ー
と
の
雇
用
関
係

や
業
務
内
容
も
事
業
者
に
よ
っ
て

異
な
る
。

　

消
費
者
事
故
調
は
今
後
、
事
業

者
や
ト
レ
ー
ナ
ー
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
す

る
ほ
か
、
国
内
外
の
法
令
や
資
格

制
度
に
つ
い
て
も
確
認
し
、
事
故

防
止
に
向
け
て
ど
ん
な
対
策
を
示

せ
る
の
か
を
検
討
す
る
。

（
２
０
２
４
年
４
月
26
日
／
日
経
） 

ベ
ネ
ッ
セ
、
株
式
併
合
承
認

　

ベ
ネ
ッ
セ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
H
D
）
は
29
日
、
岡
山
市
内
で

臨
時
株
主
総
会
を
開
き
、
株
式
の

非
公
開
化
に
向
け
た
株
式
の
併
合

や
定
款
変
更
な
ど
の
議
案
を
可
決

し
た
。
同
社
は
5
月
17
日
に
上
場

廃
止
と
な
る
。

　

創
業
家
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
投
資

フ
ァ
ン
ド
E
Q
T
と
組
ん
で

M
B
O
（
経
営
陣
が
参
加
す
る
買

収
）
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た

T
O
B
（
株
式
公
開
買
い
付
け
）

が
3
月
に
成
立
し
て
い
た
。
総
会

で
の
承
認
を
受
け
、
E
Q
T
が
設

立
し
た
特
別
目
的
会
社

（
S
P
C
）
が
残
り
の
株
式
の
取

得
を
進
め
る
。

　

ベ
ネ
ッ
セ
H
D
は
株
式
非
公
開

化
で
意
思
決
定
を
迅
速
化
し
、
国

内
教
育
な
ど
の
既
存
事
業
の
て
こ

入
れ
を
進
め
る
。
少
子
化
の
影
響

な
ど
で
主
力
の
「
進
研
ゼ
ミ
」
は

会
員
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
や
業
務
効
率

化
な
ど
で
立
て
直
し
を
図
る
。

　

M
&
A
（
合
併
・
買
収
）
も
積

極
的
に
活
用
し
、
介
護
事
業
や
新

領
域
に
位
置
づ
け
る
リ
ス
キ
リ
ン

グ
（
学
び
直
し
）
な
ど
の
大
学
・

社
会
人
向
け
の
事
業
で
も
成
長
を

狙
う
。

（
２
０
２
４
年
４
月
30
日
／
日
経
） 

　
事
務
局
註
：
本
件
記
事
の
消
費
者
事

故
調
査
委
員
会
経
過
報
告（2024-4-

25

）本
文
は
F
I
A
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
会
員

専
用「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」に
掲
載
し
て
い
ま

す
。


